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内藤（事務局長）  皆さん、こんにちは。 

 本日、第９回目の合併協議会をご案内申し上げましたところ、ご多

用にもかかわりませず、多数ご参加くださいましてありがとうござい

ます。 

 早速ではございますが、初めに議長からごあいさつをいただきま

す。 

小寺（議長）    どうも皆さん、こんにちは。 

 ８月の末になったんでございますけども、まだ今のところ蒸し暑さ

が続いております。一昨日でしたか、夕方ぐらい非常にたくさんの雨

が降りまして、豊作に実っております稲の倒伏が非常に目立っており

ます。 

 合併協議会でございますけども、８月８日の合併協議会につきまし

ては、１回延期をさせていただきまして、本日第９回目の合併協議会

を開催をさせていただいております。 

 ということで、私が皆さんにお約束をいたしておりました合併期日

の問題につきましても、本日議案として提案をさせていただいており

ます。 

 それから、特に協議事項でございますけども、住民生活に非常に関

係のある議案が本日協議事項に上がっております。公民館関係にしま

しても、それから学校施設、社会体育施設等の使用料の問題、それか

ら各種団体に対する補助金の問題と、非常に今後の住民生活に非常に

密接に関係のある議案が提出をされておりますので、特に委員の皆様

方、この前一応提案をされておりますので、よく検討されてきておら

れると思いますけども、審議につきましては、質疑等十分にしていた

だいた中で承認をしていただくようお願いをいたします。 

 これで私のあいさつを終わります。ありがとうございました。 

内藤（事務局長）  ありがとうございました。 

 次に、足立会長の方からごあいさつをいただきます。 

 なお、パソコンのスライドショーで前年の表を用いて説明がござい

ますので、前の方をまた注目いただきたいと思います。 

足立（会長）    皆さん、こんにちは。 

 それでは、一言お礼を申し上げたいと思います。 

 厳しい暑さも一段落をいたしましたけれども、相次ぐ１６号、１７

号台風の上陸が心配されるところでございます。 

 さて、本日は第９回合併協議会開催をさせていただきました。委員

の皆さん方にはお繰り合わせご出席を賜りまして、会議が開催できま

会 議 経 過 
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すことを厚くお礼を申し上げます。 

 いよいよ８月も終わりとなりまして、合併協議会も重要な時期を迎

えるに至りました。最近、広域合併の動きが見られるようであります

けれども、私はその必要性は認めるものの、そこの議論に至ります

と、法定合併期限内の合併が非常に困難となってまいると思います。

私はまず両町の合併をなし遂げることが重要であると認識をいたして

おりますので、委員の皆様のご理解を切に願うものであります。 

 今日は、少し議長さんのお許しをいただいた上で、平成１５年度決

算が確定をいたしました。この関係につきましては、両町ともに９月

の定例議会で審議がなされるところでございますけれども、そういっ

た確定した財政状況の中から行政コスト、また行政効率についての資

料の提供をさせていただきたい、このように存じておりますので、よ

ろしくお願いを申し上げたいと思います。議長、それじゃ、時間をい

ただきます。しばらくだけでございますけど、済みません。 

 この表でございますけれども、これは平成１５年度普通会計人件費

等の調べと書かさせていただいときます。後ろの方からは少し見にく

いんではないかなと思いますが、お許しをいただきたいと思います。 

 まず、普通会計職員数でございますが、一番左でございますが、神

崎町１０９、大河内町７５、両町合わせますと１８４。この普通会計

というのは、水道会計とかあるいは下水道会計、あるいは国民健康保

険会計等は除外したものでございます。市川町は、以下１５０、福崎

町は１７６で、類似団体ということで、香住町と春日町を上げており

ます。これは人口が、ずっと右から３番目でございますが、国勢調査

人口というところの下の方を見ていただきますと、香住町が１万３，

９９８ですか、春日町が１万２，３９０となっておりまして、神崎、

大河内が合併いたしますと１万３，５００になるということの類似団

体でございます。その次は、１，０００人当たり、これは人口１，０

００人当たりの職員数でございます。神崎町は１２．８、大河内町は

１４でございます。平均いたしますと１３．３になるわけでございま

すが、これは後はごらんいただけたらと思います。 

 ところで、次が人件費を掲げております。神崎町は普通会計におけ

る人件費が９億８，７１９万７，０００円であります。大河内町は７

億５，２６９万４，０００円、合わせますと１７億３，９８９万１，

０００円となります。これが、類似団体、香住町を見てみますと１０

億９，３４５万７，０００円、春日町が１０億７，４９７万２，００

０円となるわけであります。こういった人口規模では、この程度の人
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件費でもって行政サービスが十分可能である、やられておるというこ

とが言われるというところでございましょうか。 

 それから、これは住民１人当たりの人件費を見てみますと、神崎町

の場合は住民１人当たり１２万円になるわけであります。両町合わせ

ますと１２万９，０００円であります。この場合では、香住町の場合

は７万８，０００円、春日町が８万７，０００円であります。波賀町

はこれ書いてありますが、人口が４，８６０ということでございまし

て、当然高いということでございます。 

 標準財政規模、右から２つ目でございます。欄をごらんいただきた

いと思います。神崎町が２７億２，０５１万３，０００円、この標準

財政規模と申しますのは、いわゆる町税プラス地方譲与税、そして地

方交付税を足したものでございまして、標準的な行政を行うための一

般財源を指しておるわけでございまして、税プラス交付税、地方譲与

税の額が標準財政規模と言われております。詳しくは、難しい言葉で

言いますと、基準財政収入額を７５で割って、割り戻してですね、そ

れに地方譲与税をプラスして地方交付税をプラスと、そういうことな

んでありますけれども、似たような数字になります。したがいまし

て、町税プラス地方譲与税プラス地方交付税ということで説明をさせ

ていただきます。両町合わせますと４８億１，３６４万３，０００円

の財政規模になるわけであります。以下、ずっと見ていただきまし

て、これが香住町の場合は３６億８，６２１万円、春日町の場合は３

４億４，７９７万８，０００円という額になるわけであります。これ

は科学的根拠に基づきまして、まず１０万人の人口の市における行政

経費を計算いたしまして、それからどんどん人口によりまして落とし

てまいりまして、科学的計算によりましてこの数字を出しておりま

す。したがいまして、この数字は全国的に間違いのない、比較できる

数字であろうと、私はこのようにとらえておるところでございます。 

 これを住民１人当たりに割ってみますと、神崎町の場合は３２万

９，０００円、大河内町は４０万円、平均しますと３５万７，０００

円であります。これを香住町に見てみますと２６万３，０００円、春

日町では２７万８，０００円となっておるわけであります。したがい

まして、今この神崎、大河内町を合計しますと１万３，５００人にな

りまして、４８億１，３６４万３，０００円でありますが、１０年後

から５年間、１５年後になりますと標準財政規模が香住町、春日町並

みに落ちると、合併しても落ちるということになります。問題は、こ

の住民１人当たりの標準財政規模を割ったものでありますが、この金
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額が現在小さな市町村には当然ながら行政経費がかさむといいましょ

うかね、大きな規模でやるよりも小さい規模でやる方が人件費等々が

高くつくということで、割り増しの交付税が措置されております。 

 したがいまして、このような形で措置をされておるわけでありま

す。ですから、現状では神崎、大河内が高いんでありますけども、こ

れはそれなりに地方交付税等で措置をされておりますから、そのこと

については国も認めておるんでありますが、今後におきまして地方交

付税の見直しということが出ておりまして、これがいわゆる段階補正

と言われる、小さな市町村ほど割り増しされております交付税の考え

方が大きく変わってまいります。したがいまして、神崎の場合でござ

いましたら、住民１人当たり３２万９，０００円が限りなく類似団体

等に見られるような２６万３，０００円等に引き下げられる可能性が

非常に濃いということでございます。したがいまして、例えば３２万

９，０００円の標準財政規模の考え方を仮に１０万円削減されたとい

たしますと、神崎町は大きく金額、２億円、３億円ぐらいですか、も

っと下がるんですか、下がってくるということ、そうですね、１０億

円やから２億７，０００万円下がってくるということになるわけであ

りまして、大変な状況が想定されるということでございます。 

 したがいまして、また住民の皆さん方から考えていただきますと、

小さい市町村ほど行政経費が高く、とりわけ人件費はこのような形

で、他の類似団体に比較いたしますとたくさんの人件費を税等で賄っ

ておるわけであります。したがいまして、行政コストを削減するとい

うことは、香住町とか春日町のような一定規模にすることによって、

その人件費等の負担額を少なくすると、現在はこの件につきまして

は、国等が措置をしてくれておりますから、それはいいわけでありま

すけれども、今後はその段階補正といったことが改正をされますの

で、限りなくそのような形に、厳しい状況になってくるということが

当然ながら想定されるという資料でございます。 

 公共団体が使う資料は非常に難しい、わかりにくい資料が多いわけ

でありますが、概念的にはそのようにお考えをいただきまして、一定

規模にすることによって行政コストを削減すると、そのことはひいて

は住民の負担を少なくする、しかしそのことによってサービスが落ち

ないというのは、類似団体ではそういった規模でもサービスが十分や

っているということが、香住町とか春日町で示されておるということ

を申し上げたかったからであります。 

 以上でこの説明は終わらせていただきます。 
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内藤（事務局長）  続きまして、７月３０日から８月の本日まで、大河内町におかれま

しては合併問題に対する議会の特別委員会、また各種団体、また一般

住民を対象とされた説明会、意見交換会が開催されました。これら状

況を踏まえまして、合併に関する考え方を中心に上野副会長さんから

ごあいさつをいただきます。 

上野（副会長）   皆さん、こんにちは。大変ご苦労さまです。 

 朝夕涼しくなってきたとはいいましても、まだまだ暑い日が続いて

おりますけども、第９回合併協議会に参加をいただきましてありがと

うございます。 

 また、岡本県民局長様には、大変お忙しい中をご臨席をいただきま

してありがとうございます。 

 さて、本来ですとこの第９回合併協議会が８月８日に予定をされて

おりましたけども、本日に延期をさせていただきました。その理由

は、今内藤事務局長さんからもありましたけども、別紙で配付をさせ

ていただきましたように、電算システム構築業務の発注に対しまし

て、全町的合意を得るための住民説明会、意見交換会を７月３０日に

まず議会の合併問題調査特別委員会でご相談をさせていただいて、そ

してその後課長会で議論をいたしました。そして、８月５日には午前

と午後にわたって職員との説明会、意見交換会をやりました。そのと

きは８７名の参加でした。８月９日には区長会ということで１８名、

そしてその夜ですが、消防団分団長会議ということで３０名、そして

８月１０日夜ですが、婦人会の支部長会ということで４３名、８月１

２日には午前中に寺前財産区議員、振興基金審議会委員１５名、そし

て昼から長谷財産区議員、振興基金審議会１３名、８月１６日には各

種団体長会議３１名、８月２０日には識見者会議ということで、歴代

の町長、助役、収入役、教育長あるいは議長、財産区議長１１名でお

話を聞かせていただきました。それから、夜には大河内町選出の合併

協議会委員さん１５名とやりました。それから、８月２２日に一般住

民を対象といたしまして、午前中に長谷小学校の体育館、５７名でし

た。昼からは、中央公民館で７３名。そして、それを受けて８月２４

日に再度議会の合併問題調査特別委員会を行ってまいりました。各種

団体長会議での出席は、たくさんいただいたんですが、残念ながら一

般住民を対象とした説明会では、先ほども申しましたように、長谷地

区が５７名、寺前地区が７３名、しかも重複をしておりますので、出

席人員からいえばかなり少ないということで、これも問題やなという

ふうに、検証の必要があるというふうに思っています。ただ、そのと
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き各種団体も一般住民の対象もそうなんですが、質問、意見につきま

しては、非常に活発に鋭い質問や意見が出されました。その発言の主

たるものについては以下のとおりです。 

 まず１点目ですが、財政が厳しくても単独で残ってほしい、何を協

力したらよいのか具体的に言ってほしい、どの程度住民サービスの切

り下げ、負担になるのか、具体的に明らかにしてほしい。２点目、財

政が厳しい状況がわかった、合併やむなしと考える。３点目、電算発

注で合併の結論を出すのはおかしい、主客転倒している。４点目、２

町合併でよいのか、いずれ２弾、３弾の合併が想定できるので、広域

合併を考えるべきである。５点目、広域合併を見据えて、電算の発注

は慎重にすべきである。参加者が少ない、各種団体長会議だけでは、

上野町長がこれまで言ってこられた十分な住民説明、住民合意、住民

の意見を聞いたことにはならない。７点目、資料がわかりにくい、も

う少しわかりやすい情報提供と慎重な議論をすべきである。今その情

報資料で結論を出るのは早計である。８点目、住民投票についての質

疑がありましたけれども、この点についてはそういうふうな緊迫した

状況になってないので、私はする必要はないということを申し上げま

した。 

 そして、それを受けまして、特別委員会では、今後の取り組みにつ

いて３点提案をさせていただきましたけども、その３点を申し上げま

す前に、今配付をさせていただきました合併問題住民説明会の私のあ

いさつ文、別紙を見ていただきたいというふうに思います。 

 １ページの下から７行目を見ていただきたいというふうに思いま

す。正式な合併議案は、新町建設計画など合併協議会での合併協定項

目が成立してからのこととなりますが、合併をするんだという全町的

合意がなければ電算業務の発注はできないと考えます。主客転倒の感

がありますが、全町的合意を図るための本日の住民説明会とさせてい

ただきましたので、よろしくお願いしますということで、私は住民説

明会に臨みました。そして、以上のような意見がありました。結果的

に参加者が少なかったこと、あるいはその出された意見を見ますと、

説明会では住民合意が得られたというふうにはなっていないんではな

いかなというふうに思いましたので、特別委員会の中では電算発注に

ついては進めたいので、そういう説明会の状況を踏まえて議員さんの

審議をよろしくお願いしたいということで、まず１点目に、合併の是

非はあくまでも新町建設計画など合併協定事項が整ってからである

が、電算業務の発注については進めたいというふうに言いました。そ
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れから２点目に、神崎町との法定合併協議会の作業を精力的に進めな

がら、時間的制約のある中で可能性は厳しいと考えますが、市川、福

崎との合併も視野に入れて考えるべきであるんではないかなと言いま

した。それから３点目として、まちづくりの視点ということが常に言

われておりますので、まちづくりでの視点での議論を行います。 

 こういうふうに３点を提案をさせていただき、一部議員さんの中か

ら合併目標期日の延期、電算の発注の延期などの合併そのものの賛成

反対の意見ではなくって、原則的な議論をすべきとの意見がありまし

たけれども、結論的には特別委員会としてはその発注に了解をいただ

きましたことを報告をさせていただいて、開会に当たってのあいさつ

とさせていただきたいというふうに思います。 

 資料を配付したやつを全部一々言う必要はないと思いましたので、

今の点をあいさつ文の中の主たる目的で説明会を開いたことと、その

説明会の状況、そしてそれを受けて特別委員会で提案をさせていただ

いたこと、そういうことを言いました。 

 それから、今足立町長さんから少しいわゆる行政の効率化といいま

すか、一定の行政規模がなければ効率が悪いんやという説明がありま

したけども、全くそのとおりでありまして、従来でしたら地方交付税

というものの中で一定行政水準の保障が小さくてもされてたわけです

けども、そのことが三位一体改革を初めとする中で見直されて、１６

年度では大変な状況になったということがあるんだろうというふうに

思います。それで、私は一定の判断材料とするべきものとして、財政

シミュレーションに主流を置きながら、いろいろ議論をさせていただ

きました。ところが、なかなかその財政シミュレーションについて住

民の方と意見交換をしてそのことを理解をしていただくのは、非常に

難しいわけですけれども、そのことに周知をして、その中で単独で残

ることについてはもうこの段階ではかなり無理であるというふうに考

えているということもこの説明会の中で申し上げております。ただ、

２町合併にしても相当に厳しい、あるいは初年度から赤字も十分に想

定されるという中でどう考えるべきなんかなということも含めて議論

をさせていただいたということをつけ加えて報告をさせていただい

て、ごあいさつとさせていただきます。よろしくお願いをいたしま

す。 

内藤（事務局長）  ありがとうございました。 

 本日の会議につきましては、顧問の前川先生が公務のために欠席を

されております。また、委員さんとしまして、藤原昇委員さんからも
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欠席の連絡を受けておりますので、ここにご報告を申し上げます。 

 それでは、議長、進行をよろしくお願いいたします。 

小寺（議長）    それでは、議事を進めてまいります。 

 本日の出席者数は２８名中２７名の出席をいただいておりますの

で、会議規則の定足数に達しております。よって、ここに会議の成立

を宣言いたします。 

 ただいまから第９回神崎町・大河内町合併協議会を開催します。 

 今回の会議録署名委員に藤原博一委員、藤原鉄也委員、それぞれご

指名申し上げますので、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、会議次第に従いまして、順次議事を進めてまいります。 

 まず、協議事項で継続審議となっておりました協議第１０号合併の

目標期日につきまして、事務局の説明をお願いします。 

 浅田次長。 

浅田（事務局）   ご説明申し上げます。 

 皆様方、資料の１、協議第１０号（継続）合併の目標期日について

ごらんいただきたいと思います。 

 合併の目標期日について継続して協議する。平成１６年８月２５日

提出。神崎町・大河内町合併協議会会長足立理秋。 

 合併の目標期日は、平成１７年１１月１日とするということでござ

います。 

 資料の方、１枚おめくりいただきたいと思います。 

 この合併の基本的な項目でございます合併の期日につきまして、第

２回３月２日の協議会で提案をさせていただき、第３回３月２０日の

協議会で協議をしていただきました。これまでも協議会の中でたびた

び合併の期日につきまして、委員さんの皆様方からご質問なりがあっ

たわけなんですけれども、その３月の協議会を行いました段階では、

新しい法律が改正されるという見込みが立っていないといった状況の

中で決定するのは少し早いといったことも含めた声がございましたの

で、法律等の改正がなされてからこの合併目標期日につきまして審議

をしていくといった形で本日提案をさせていただいたところでござい

ます。 

 少しかいつまんでこの１１月１日を目標期日としております根拠等

につきましてご説明を申し上げたいと思います。 

 まず、合併の期日のこの関係につきましては、先ほど申し上げまし

たように、市町村の合併の特例に関する法律、これいわゆる合併特例

法と申し上げておりますけれども、この法律改正が今年の３月９日に
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国の方の閣議決定をなされ、そして５月１９日の参議院の本会議で可

決成立をいたしました。そして、１週間後の５月２６日から公布をさ

れ施行されておるというところでございます。 

 改正内容では、これまで全国の合併をする協議会、合併協議会の中

で１７年３月３１日までに合併をしておかなければならなかったもの

が、いわゆる１年間延長しましょうというところが主な内容のところ

でございます。したがいまして、来年の１７年３月３１日までに合併

の調印、または議会の議決等を得まして、都道府県知事の方に申請を

し、そして１７年４月１日から翌年１８年３月３１日までの間に合併

をすれば旧の法律の合併特例債、またさまざまな財政支援、そういっ

たものが受けられますよというところの大きな法律改正でございまし

た。 

 そして、この選定理由を１１月１日といたしました理由といたしま

して、やはり何といっても合併の期日と申しますのは、新年度の予算

とか、また選挙、そういった役場内部のいわゆる行政内部的なものが

中心になるかもわかりませんが、私どもといたしましては、１１月１

日に合併をし、町長がその前日をもって失職をいたしますので、５０

日以内の選挙、そして新年度の予算、予算と申しますのは、やはり新

しい町の青写真といいますか、大きな一番重要な課題でございますの

で、そういった事務的なスケジュールも含めて移行が円滑になるよう

にこの１１月１日といったものを定めてまいりました。 

 そして、この１１月１日合併を想定した場合の予算なんですけれど

も、これには２つございます。 

 まず、仮に来年の３月３１日にまでに申請をいたしまして、１１月

１日という形の期日を定めた場合、それまでの間、４月１日から１０

月３１日までは神崎町、それから大河内町におきましては、通常どお

りの予算を提案をすると。そして、１０月３１日をもって打ち切りの

決算をし、１１月１日の合併期日から新町長が決まるまで暫定的な予

算、それを職務執行者という方を選任をいたしまして、新町長が決ま

るまでの間、行います。その職務執行の関係につきましては、専決処

分行為という形であくまでも暫定的な予算でございますので、町の選

挙とか、通常職員の人件費とか、最低限の経費だけを暫定予算といっ

たものの中に組み込みまして、新しい町長が決まりまして、残りの年

度の分予算を組む中に吸収をされるといった形になってまいります。

こういう形で私どもは、前回と同様この目標期日につきまして、本日

１１月１日という形で提案をさせていただくというところでございま
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す。 

 以上でございます。 

小寺（議長）    どうもありがとうございました。 

 ただいま説明がありました合併の目標期日につきましては、第３回

の協議会で提出をされましたが、新法や改正法案等、法的根拠が決定

していなかったことで継続審議とさせていただきました。さらには、

法律が公布された以後につきましても、諸般の事情から現在までやむ

なく継続審議としておりましたが、冒頭の副会長のあいさつにもあり

ましたような経過を踏まえ、今回の提案に至っておりますので、よろ

しくお願いを申し上げます。 

 それでは、この件につきまして質疑、ご意見がありましたらいただ

きたいと思います。 

 質問、ご意見ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    質疑、ご意見がないようでございますので、それでは採決に移りた

いと思います。 

 協議第１０号合併の目標期日につきまして、賛成の方は挙手をお願

いいたします。 

            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手多数であります。よって、協議第１０号合併の目標期日につき

ましては、原案のとおり平成１７年１１月１日とすることに決しまし

た。 

 会長よりちょっとあいさつがあるそうでございます。 

足立（会長）    済みません。ただいまは合併の期日のご決定をいただきまして、ま

ことにありがとうございます。 

 これからより積極的に合併協議会の議論を深め、そして合併につい

てを推進してまいりたいと、このように考えますので、委員各位のご

理解、ご協力を賜りますようにお願いを申し上げます。 

 また同時に、上野町長さんからもお話がございましたように、町民

の皆さん方全体の合意を得る努力をしてまいらなくてはなりません。

精力的にそれがための努力をしてまいりたいと考えております。この

件につきましては、皆さん方から特にご指導を賜りますように、重ね

てお願いを申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。あり

がとうございました。 

小寺（議長）    それでは次に、協議第３２号特別職の身分の取扱いにつきまして、

担当の分科会会長の説明をお願いします。 
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 佐谷分科会会長、お願いします。 

佐谷（分科会長）  担当分科会の神崎町総務課の佐谷でございます。 

 前回提案されまして今回協議という形で提案させていただいており

ます。これにつきまして前回大方の部分につきまして事務局の方から

説明があったわけでございますけれども、若干補足を加えまして、調

整方針について文書等を資料といたしましてご説明を申し上げます。 

 まず、資料の１ページ、２ページにつきましては、調整方針という

ことで、まず１点目は特別職、いわゆる首長等ということで、町長、

助役、収入役、教育長、それから議員ということで１つ区切っており

ます。２つ目につきましては、行政委員会ということで、教育委員会

あるいは選挙管理委員会といったような法で市町村に設置が義務づけ

られております委員会、これにつきましての区分をしております。そ

れから、３点目といたしましては、その他の特別職ということで、条

例等によりましてそれぞれの行政目的、趣旨等を踏まえる中で条例の

中で規定しております委員会あるいは審議会、そういった委員会につ

きまして、これは３点目といたしまして、３つに区分して整理をさせ

ていただいております。 

 ２ページの四角の中の一番終わりに括弧書きの注）ということで書

いておりますけれども、この特別職の中で議会議員の定数と任期、こ

れの取扱いにつきましては、別途協議をしていただくと、それから同

じく農業委員会の委員の定数及び任期につきましても、別途協議をす

るということで、定数の問題あるいは任期につきましては、特例法等

によりましても特例規定等もございますので、その辺も踏まえて別の

場で協議していただくということにしておりますので、この協議での

提案の内容からは省略させていただいておりますので、ご了承をお願

いいたします。 

 まず、３ページでございますけれども、１で特別職、いわゆる首長

と議員の身分の取扱いということで課題とか問題点等を書いておりま

すけれども、両町におきましても収入役が設置しておりません。町

長、助役、それから教育長が設けてございますけれども、任期あるい

は報酬等に差があるということでございます。それから、議会議員に

おきましても、表で見ていただいたらわかりますように、報酬の額等

に差異があるということでございまして、これらについての調整を図

る必要があるわけでございます。 

 これの調整方針につきましては、合併時に調整するということでご

ざいまして、具体的にはこの特別職の設置人数、任期等につきまして
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は、裏の４ページに書いておりますように、それぞれ法令で定めてい

るところでございまして、例えば町長につきましては合併の日から５

０日以内に選挙をいたしまして新しい町長を選ぶと、それを受けて助

役、収入役、教育長につきましては、新しい町長のもとで選任行為が

なされるということでございまして、こういったものにつきましては

法令で規定しております内容に準じまして、手続によりまして行うと

いうところでございます。 

 それから、特別職の給料あるいは議員の報酬額、それから費用弁

償、これらにつきましては差異があるわけでございますけれども、類

似団体あるいは近隣町等の状況を参考にいたしまして調整するという

ことにいたしております。 

 （５）で書いておりますように、具体的な調整の方針といたしまし

ては、新町における報酬額の協議につきましては、報酬審議会に準じ

ました第三者機関、これを組織いたしまして審議するということにい

たしております。 

 次に、５ページでございます。 

 行政委員会の身分の取扱いを規定しておりまして、先ほど申し上げ

ました教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、固定資

産評価審査委員会、公平委員会ということで、いわゆる行政委員会と

いうふうに言っているわけでございますけれども、これにつきまして

も法律等で定められた方法によりまして選任をするものでございま

す。 

 下の３で現況比較ということを書いておりますけれども、報酬の額

等につきましても両町それぞれ差異があるというところでございまし

て、これらの調整を図っていく必要があるところでございます。 

 ２の調整方針の具体的調整方針というところでございますけれど

も、委員の数あるいは任期につきましては、法令の定めるところに従

いまして進めるということでございます。 

 それから、報酬額、費用弁償につきましても、特別職と同様に類似

団体あるいは近隣町等の状況を参考にいたしまして調整するというふ

うにしております。 

 （４）の具体的調整の方法につきましては、同様に報酬審議会に準

じました第三者機関を組織いたしまして審議することにいたしており

ます。 

 それから、７ページのその３ということで、その他特別職、いわゆ

る審議会、委員会等でございますけれども、この委員会等につきまし
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ては、条例等の規定に基づきまして設置しているわけでございますけ

れども、それぞれの町におきまして同じ目的を持ちました委員会等も

ございますし、またそれぞれどちらかの町にあるという、そういう委

員会もあるわけでございまして、その設置状況あるいは報酬額、これ

も差異があるところでございまして、これらの調整を図る必要がござ

います。 

 ２の調整方針ということで書いておりますけれども、合併時に調整

するということで、（１）具体的な調整方針では、両町に設置されて

おりまして、新町におきましても引き続き設置する必要があるもの、

これにつきましては原則として統合するということでございます。 

 （２）の１町のみに設置されているもので、合併時に施行される条

例、合併の段階で条例を制定いたしまして即施行していかなければな

らない、こういった条例で設置が必要であるもの、こういったものに

つきましては合併時までに調整するということにしております。それ

以外のものにつきましては、必要によって合併後新町において調整す

るということにいたしております。 

 こういった委員会の設置につきましては、やはり数多く設置してい

るわけでございますけれども、設置の必要性とか、それから存続等を

考え合わせまして、存続の目的あるいは意義、行財政改革の観点、こ

ういった面からも新たに選任していく必要があるのではないかなとい

うことで、その方向性も持たせていかなければならないというふうに

考えているわけでございます。 

 それから、（３）の委員の報酬につきましても、特別職と同様に合

併時までに類似団体あるいは近隣町等の状況を参考にいたしまして、

第三者機関を組織して調整するというふうにしております。合併後に

おきましても設置が必要なものにつきましては、同様の取扱いといた

しまして、均衡を保ちながら決定されていくと思うわけでございます

けれども、この３つの職、特別職、首長とか議員の報酬、それから行

政委員会の委員の報酬、それからその他の委員さんの報酬等につきま

しては、総括いたしまして、第三者機関を設置いたしまして協議し、

調整するということを同様の調整方針ということにいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

小寺（議長）    それでは、ただいま説明が終わりました。特別職の身分の取扱いに

つきまして、ご意見、ご質問等をお受けをいたしたいと思います。 

 ご質問、ご意見ございませんか。 
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 岩本委員、どうぞ。 

岩本委員      大河内の岩本です。 

 ただいま説明がありました特別職の各委員さんの報酬なんですが

ね、結局どのように考えておられるのか。現在のところ、神崎町と大

河内の方の差があると思うんですけど、本当に何を基準に考えておら

れるんかなというふうに思うんですが、その点お知らせ願いたいと思

います。わかっておれば。 

小寺（議長）    浅田次長。 

浅田（事務局）   先ほどのご質問の件なんですけれども、先ほど合併の目標期日の中

でも申し上げましたように、１１月１日となればそれまでで一たん打

ち切り、職務執行者という新たな方を選んで、また新町になるわけで

ございます。そしたら、その職務執行者の給料とかそういったものは

だれがどういうふうに決めるんかという問題もございまして、１０月

３１日までに先ほど分科会長の方から説明をさせていただきましたよ

うに、両町の中で現在それぞれ町長とか議員さんの報酬を決められて

おります特別職報酬等の審議会といったものが設置をなされておりま

す。そういったものを両町長名で１０月３１日までに、両町例えば８

名とした場合４名ずつ両町長名で委嘱をさせていただき、その中で決

めさせていただくという形に持っていきたいというふうに思っており

ます。 

岩本委員      はい、了解。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 立石委員、どうぞ。 

立石委員      大河内の立石です。 

 １点だけひとつお聞きしておきたいと思います。実は資料の３ペー

ジの調整方針の中で、合併時に再編する議会議員の定数及び任期の取

扱いについては、別途協議するという表現になってございます。それ

で、別途協議の時期ですね、これ一体いつごろの時点でこういう協議

を始めたらいいのか、それぞれ両町の現在の議会のいわゆる議員さん

方の思いもあるようでございますんで、その時期がいつごろが適当な

のか、これ明らかにしておけば我々も今後の対応が非常にやりやすい

と、事前にいろいろとそれに向かっての検討もお互いに両町ができる

んじゃないかと、このように思いますので、考え方について説明をい

ただきたい。 

 以上です。 

 何でしたら、通常先進地はどういう扱いをしておったのか等も含め
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てお願いできたら非常にありがたい。 

三谷（副分科会長） 失礼します。大河内町総務課の三谷でございます。 

 先ほど立石委員さんがご指摘のとおり、議会の町議会の議員さん並

びに農業委員さんのそれらの問題につきましては、別途協議というこ

とで考えております。ですので、この事務局の方として考えておりま

すのは、それぞれ議会の議員さんにつきましては議会部会の方でまと

め、それから農業委員さんについては産業建設部会の方でということ

でございます。たまたま今ここで議会部会の宮浦部会長さんがおられ

ましたが、今のところ日程についてはまだ定かに決めていないという

状況ですんで、そういう議会に関する事務のすり合わせの中でそうい

う日程等が詳しくわかってくれば、両町の議会にそういうような相談

等もかかってくると、このように思ってます。 

 以上です。 

浅田（事務局）   済みません。先ほどのご質問と関連するんですけれども、９月中に

新町建設計画の成案を見て、県協議、また両町の住民説明といったも

のもございます。そういった中で、新町建設計画の中には財政シミュ

レーションというものを一番最後に入れてこなければなりません。そ

ういった中で、いわゆる議会の議員さんの定数関係、また任期の関係

も含めまして、農業委員さんとの関連につきましては、できるだけ早

急に詰めていただきますよう、こちらの方からお願いといいますか、

そういった協議をやっていただければというふうに思っておるところ

でございます。 

 これらにつきましては、両町の議会議員さん並びに事務局等との調

整というものは当然必要になってまいりますので、合併協議会の事務

局だけで選考することはできませんので、その辺十分調整をしながら

早急に詰めさせていただきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

立石委員      了解。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 上垣委員、どうぞ。 

上垣委員      大河内の上垣です。 

 最前の質問、それからその後の説明の中で、ちょっと確認をさせて

ほしいんですけども、別途協議の中で、私もちょっと勉強不足なんで

すけども、いわゆる在任特例とかという文言が以前にもありましたけ

ども、当然それはもう踏まえた形でのいわゆる協議ということになる

んでしょうか。 
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小寺（議長）    浅田次長。 

浅田（事務局）   議会議員さんの場合は、通常ですと町長と同様に、仮に１１月１日

となった場合、１０月３１日をもって全員失職をするわけなんですけ

れども、今回この合併特例法の中の特例という形で、議員さんにつき

ましてはそういう失職をして新たに首長、町長と同じ日に選挙をする

ことも可能ですし、いわゆる期間をもって在任をするといったことも

できますし、設置選挙といった旧町単位の選挙ということも可能でご

ざいますので、そのあたりのいわゆる法律の中の特例といったものも

含めて議会議員さんを中心に協議をしていただこうというふうに考え

ておるところでございます。 

 そして、その中である程度協議が調いましたものは、最終的には合

併協定項目の中に上がってございますので、本日のこのような場に協

議事項として提案をさせていただき、協議していただくという運びに

なろうかと思います。 

 以上です。 

上垣委員      了解しました。 

小寺（議長）    ほかにどなたかございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    ほかにご質疑、ご意見がないようでございますので、質疑を打ち切

りたいと思います。 

 それでは、採決に移りたいと思います。 

 協議第３２号特別職の身分の取扱いにつきまして、賛成の方は挙手

をお願いいたします。 

            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手全員であります。よって、協議第３２号特別職の身分の取扱い

につきましては、原案どおり可決されました。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

 再開を１４時４０分といたします。 

            午後２時２５分 休憩 

            午後２時４０分 再開 

小寺（議長）    それでは、時間が来ましたので、再開をいたします。 

 協議の前に事務局からちょっと連絡がありますので、お願いしま

す。 

浅田（事務局）   大変申しわけございません。先ほど、協議第３２号でご承認をいた

だきました特別職の身分の取扱いについての資料の関係なんですけれ

ども、本日１枚物で下に５と書いて、ページ数５と書いておるものを
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別添でお配りしてると思いますので、大変恐縮なんですけれども、そ

ちらの方に差しかえを後ほどまたお願いしたいというふうに思いま

す。 

 以上です。 

小寺（議長）    今も事務局から説明がありましたように、資料の５ページと６ペー

ジ、氏名等が何かちょっと間違っておるそうでございますので、新し

いものと差しかえをお願いをいたします。 

 それでは、引き続き協議にまいりたいと思います。 

 協議第３３号社会教育事務事業の取扱いにつきまして、担当の分科

会会長の説明をお願いいたします。 

 難波分科会長お願いします。 

難波（千）     失礼します。社会教育部会神崎町教育委員会の難波でございます。 

（分科会長）   どうぞよろしくお願いいたします。 

 早速ですが、社会教育事務事業の取扱いについて説明いたします。 

 ４ページから５ページに課題、問題点を上げ、６ページから７ペー

ジに調整方針を載せています。８ページ以降は現況の比較表です。 

 まず１つ目、地域改善対策事業について。 

 兵庫県では、地域改善対策奨学資金貸与事業として、高校、短期大

学、大学等に在学する学生で、経済的な理由で就学が困難なものに対

して奨学資金を貸与し、有為な人材を育成することを目的にこの事業

を実施していました。今現在、この事業は時限立法の経過措置期間中

でありまして、平成１７年度末をもって終了することになっていま

す。大河内町では、この事業に加えまして町独自で高等学校及び大学

教育奨励金制度を実施しています。神崎町は、県の事業だけを導入し

まして、単独の事業はありません。しかし、上位法であります地域改

善対策特定事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律が出来まし

て、兵庫県の奨学資金貸与事業も１７年度末で終了することから、大

河内町独自の事業も１７年度末で廃止といたします。 

 それから、地域改善対策対象地域活動事業補助金、いわゆる解放同

盟支部補助金ですが、神崎町では１支部に７０万円を補助しておりま

す。大河内町では３支部に合計９０万円を補助しています。この事業

は、両町の住民課、住民生活課が主幹となり実施していますが、新町

においても補助することを前提とし、金額等につきましては今後支部

と協議して調整をしていきます。 

 ２番目に、社会教育委員制度です。８ページの上段に２町の比較を

つけております。 
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 委員定数は、神崎町が８名、大河内町５名で、選任要件、報酬支払

い形態等が異なっております。そこで、新町では委員の定数を６名と

し、そのうち識見者を４名、充て職として学校代表者を１名、家庭教

育代表者を１名選任し、社会教育に関する諸計画の立案等積極的な委

員活動を目指すように調整をしていきます。 

 ３つ目に、文化財の保護、顕彰事業です。同じく８ページに町指定

文化財を載せております。 

 工芸品、建造物、史跡、天然記念物など、両町合わせて３０の指定

文化財があります。これらは、新町において文化財保護条例を整備、

制定し、新町の文化財として再指定することにします。また、今後神

社仏閣等建造物を町文化財として指定するには、事前に町内の神社仏

閣等すべてを調査しておくことが必要です。そこで、新町では継続的

に事業を推進し、文化財の保護、顕彰に努めるように調整していきま

す。そのほかの文化財や史跡、例えば継続をして調査をしております

福本遺跡などにつきましても新町に引き継いでいきます。 

 それから、文化財審議会ですが、委員の定数は２町ともに同じです

が、選任方法に違いがあります。そこで、新町では定数を５名とし、

識見者で構成をしていきます。 

 ４つ目に、町史編さん事業です。 

 大河内町では、平成８年に町誌「おおかわち」を発行しています

が、神崎町では発行しておりません。神崎町の資料収集と新町として

形成されていく町の資料収集、編集とあわせて検討していく必要があ

りますので、現行のまま新町に引き継ぐこととします。 

 ５番目に、社会人権同和教育事業です。９ページに比較表を載せて

います。 

 大会事業として、神崎町は人権教育・啓発リーダー研修会を年３回

実施し、大河内町は人権啓発大会を年１回開催しています。これらの

事業は、新町におきましても継続することとし、時期、会場、運営方

法等は新町発足後速やかに調整をします。また、地域別や対象者別の

人権研修会なども今後調整していきます。 

 人権教育協議会は、神崎町は人権・同和教育推進協議会と称し、事

務局を教育委員会に設置しています。また、大河内町は人権文化推進

協議会と称し、事務局を住民課に設置しています。補助金の額にも違

いがあります。この協議会は、平成１８年度から一本化することと

し、補助金や事務局の位置についても速やかに調整をしていきます。 

 それから、人権文化創造活動事業は小学校４年、５年、６年生を対
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象にした小学校事業と中学生を対象にした事業を実施しています。年

間の事業時数等はほぼ同じですが、指導者謝金に差があります。この

事業は、新町においても継続して実施し、差がある部分は新町発足後

調整をしていきます。 

 ６つ目に、公民館事業です。 

 両町の公民館は、文化協会や各種サークルに所属する多くの町民が

利用される施設です。芸術、文化の拠点施設であり、成熟した地域社

会の中で新しいまちづくりを展開していく重要拠点でもあります。新

町では、この施設で活動されるサークル、団体等について、施設使用

料を負担してもらうことにしました。そのために、これまでに２町に

おいて設定していました公民館使用料を見直し、午前、午後とか、半

日単位の料金を１時間当たりの料金に割り戻した額を基準に施設間調

整を行いまして設定をしています。 

 同一施設は同一料金とするのが原則ですが、中央公民館につきまし

ては施設内容に大きな差がありますので、差が出るように調整をしま

した。 

 これまでの使用料金表は９ページの下の方に載せておりますが、２

町ともに公民館サークル等は免除扱いとしていましたので、新町にな

って初めて有料となるものです。会議室、ホールごとの新料金表は、

２ページあるいは６ページに記載をしているとおりでございます。 

 それから、町婦人会、町老人クラブ、町子供会等の使用や文化協会

の発表会、総会などは使用料を免除としますが、各サークル等の練習

あるいは会合などは有料としたいと考えております。 

 また、新町におきましては公民館の会議室を物品販売など営業目的

で使用することを禁止とします。 

 それから、一つの町において各種団体等は１団体とする方針が出て

おりますので、文化協会の一本化について、今後両町の文化協会長様

や役員様と協議をしていきます。 

 それから、１０ページに載せております公民館サークルにつきまし

ても、一つのサークルとして統合することができるのかどうかといっ

たところなど、今後文化協会長様やサークル代表者様と調整をしてい

きます。 

 次に、公民館運営審議会についてですが、公民館活動の積極的な推

進を目指して審議していただくわけですが、現在神崎町では審議会を

設置しておらず、社会教育委員会の会議で審議をしてもらっていま

す。 
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 また、大河内町では公民館運営審議会は設置していますが、社会教

育委員が兼務をしています。 

 新町の公民館事業の積極的な運営を目指すには、公民館の利用者代

表者なども委員に加えるなどして、公民館運営審議会を再編する方向

で調整をしていきたいと考えております。 

 ７番目に、体育指導委員会ですが、比較表は１０ページの下に載せ

ております。 

 大河内町の体育指導委員は８人です。各種スポーツ大会や教室な

ど、社会体育事業の企画検討や実技指導等を行っています。また、各

集落におけるスポーツ指導も行っています。 

 神崎町の委員は１４人です。各種事業の企画検討は大河内町と同様

ですが、各集落で年間３回ないし４回のスポーツ大会が自主的に実施

されておりますが、それには町の体育指導委員はかかわりませんの

で、活動内容等に差異がございます。新町におきましては、体育指導

員の定数を２０名以内とし、新町発足後適宜調整していきたいと考え

ております。また、活動内容についても社会体育事業計画とあわせて

検討をしていきます。 

 次に、８番目の学校施設、体育館、運動場、９番目の屋外体育施

設、１０番目の屋内体育施設、１１番目のプールの施設利用の件です

が、比較表は１１ページから１２ページに載せているものです。 

 公民館だけでなく、社会体育施設も利用者に使用料を負担してもら

う方向で調整しました。また、学校施設も町民が社会教育、社会体育

の事業に利用する場合に使用料を負担してもらうことにしました。新

町における施設ごとの新料金は、７ページに記載しているとおりで

す。 

 学校だけを無料にしますと、有料の社会体育施設を使用せず、無料

の学校施設ばかりを使用することが予想されます。また、これらの施

設を使用しない人とのバランスも考慮する必要がございました。 

 まず、学校施設ですが、体育館、運動場とも２町の小学校、中学

校、すべて均一料金とし、１時間当たりの単価を設定しました。学校

施設使用料は、神崎町では徴収していましたが、大河内町は無料であ

るため、また免除枠を狭めたために利用団体の負担を軽減するために

１時間２００円という料金を設定しました。 

 免除団体は、各自治会、子供会、町消防団、町連合老人クラブ、町

連合婦人会、町ＰＴＡ、社会福祉団体、町内学校、幼稚園、保育所、

町及び教育委員会、それから町体育協会、スポーツクラブです。ま
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た、町民以外の利用は２倍額の料金です。学校施設につきましては、

町民以外の利用は考えておりません。 

 次に、社会体育施設を利用する場合、屋内施設、屋外施設とも同じ

ことですが、現在大河内町では体育協会や各種目協会に使用料を負担

してもらっています。神崎町ではすべて免除扱いとしています。 

 神崎町側から見ますと、無料であったものがすべて有料になります

ので、今までの料金を１時間当たりに換算し、使用団体が高額負担と

感じないように検討した結果、２００円あるいは３００円といった料

金から設定をしました。 

 プールについては１２ページに比較表を載せています。グリーンエ

コーの夏季限定プールと大河内町の年間使用できる温水プールとでは

施設内容に大きな差があります。それから、個人使用が基本ですから

料金の見直しは行わず、現行のまま新町に引き継ぐことにしました。 

 １２番目の国際交流事業につきましては、大河内町では次代の担い

手である青少年が異なる文化圏の人と交流し、相互理解を図り、国際

感覚を養うとともにみずからの行動を律する心や郷土愛に満ちた青少

年を育成することを目的に、韓国「ナザレ園」に入所している人たち

との相互訪問交流を実施しています。神崎町では、特定団体、施設と

の交流はありませんが、企画財政課を窓口に幅広い交流を始めたばか

りです。 

 交流事業は、積極的に推進するのはよいと考えますが、新町にあっ

ては特定施設だけでなく、また「ナザレ園」との交流を継承しながら

包括的に検討、調整をしていきます。 

 それから、１３番目の各種団体及び補助事業につきまして、１２ペ

ージに比較表を載せています。 

 社会教育事業で所管としている各種団体は、婦人会、ＰＴＡ、文化

協会、体育協会などであり、両町同じですが、補助金の額に差異があ

ります。 

 また、大河内町では家庭教育事業推進補助金や体育指導委員会研修

補助金を交付しています。これらの補助金につきましては、その必要

性も含め今後検討していきます。 

 それから、公民館事業の中でも説明しましたが、同種の団体は新町

に一つとする方針が出ていますので、今後婦人会、ＰＴＡ、文化協

会、体育協会につきまして、新町発足までに一本化する方向で、そし

てまた補助金額も含めて会長様や関係者と協議をし、調整をしていき

ます。 
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 以上で協議第３３号についての説明を終わります。よろしくご審議

のほどをお願いいたします。 

小寺（議長）    どうもご苦労さまでございました。 

 ただいま説明のありました社会教育事務事業の取扱いにつきまし

て、質問をお受けいたしたいと思います。ご質問のある方はどうぞ。 

 松山委員、どうぞ。 

松山委員      済みません、大河内町の松山ですけれども、学校施設等の、学校と

か野外体育施設の利用の件で、免除する団体という中で、町の体育協

会で括弧書きで各種協会は除くということに書いてあります。その各

種協会ていうのは町の体育協会に加盟しておられる少年野球とか、バ

レーボール協会とか、そういったものが含まれるということで、そう

いったスポーツクラブとか、そういったものはすべて負担金を出すと

いうことになるのかどうかと、もしそうであるとしたら大河内町の場

合少年野球ていうのが週に２回か３回か、夜利用しておられると聞き

ます。そうなった場合の照明料とか利用料とかっていうのは、１回当

たりに７，０００円か８，０００円かかってるようにお聞きしました

ので、相当親御さんの負担が大きいと。そのままの金額で継続される

ということであれば、少年野球だけではなくって子供の育成の中で大

きな負担をかけながらそういったことの事業を進めていかないといけ

なくなるんではないかなということがありますので、料金の見直し等

はちょっとできるかどうかわかりませんが、そこら辺の考慮をしてい

ただけるものであれば検討していただきたいと思います。 

小寺（議長）    どうぞ。 

難波（千）     大河内町で言う少年野球は、今も使用料金を払っていただいてると 

（分科会長）   いうことを聞いております。 

 それから、照明料につきましては町民であっても、町民外の人であ

っても、３０分当たりの料金ていうのは今までどおりで変わってない

んです。今後、その辺の青少年のスポーツ団体、少女バレーボールク

ラブですとか少年野球、こういったところについてはすり合わせの中

でも問題になったんですが、神崎町が以前行っておりました、そうい

う団体には補助金という額の中で上乗せとかもしたことがあるんです

が、そういった面で検討はしていきたいというふうには考えておりま

す。 

 ただ、今まで無料であったから時間が長く使えてたというのは、有

料になることによって時間を決めてきっちり練習してもらうとかとい

うところにもなりますでしょうし、子供だから全部免除というふうに
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は考えておりません。一たん体育協会に加盟されておりましたら同じ

扱いをしていく予定でおります。 

 以上です。 

立岩委員      済みません。 

小寺（議長）    立岩委員、どうぞ。 

立岩委員      大河内町の立岩です。 

 町婦人会の補助金の方なんですが、今竹國さんとも話ししてたんで

すが、神崎町は１，３００人ほどの婦人会員さんで助成金が２１万

円、それから大河内町はその半分なんですが、７０万円の補助金なん

です。これずっとすり合わせていただくときに、どういうふうな、足

して半分になるのか、それ婦人会ていうのはほとんど行政の補助役が

多いと思うんです。だったら、今までのことをしようと思ったら本当

にボランティアばかりの、ボランティアの団体なんですが、何かそう

いうことを考えて半分以上とか、そういうふうな、もっとどういうふ

うな形の補助金になるのか、ちょっとお知らせいただきたいと思いま

す。 

難波（千）     お答えします。 

（分科会長）    婦人会事業と一言で言いましても、中身は赤十字奉仕団の活動ある

いはいわゆる地域婦人会の活動、いろいろございます。赤十字奉仕団

の活動につきましては、例えば神崎町の場合は住民生活課の方の管轄

でまた別の補助金が出てるわけなんですね。それから、両町の婦人会

の会費も見直しも含めて、それで会費と、それから本当に婦人会が単

独で自分たちの資質の向上のために活動しようという、そういう事業

にお金を使う。町から受ける事業はそういうものを使わないとか、そ

ういったところも含めてまた会長様とすり合わせというんですか、協

議をする中で見直しをしていかないと、このまま金額だけの調整では

済まないとは思ってるんです。 

立岩委員      わかりました。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 堀口委員、どうぞ。 

堀口委員      神崎町の堀口です。 

 いろんなこの施設を利用するに当たりまして、１時間２００円とか

３００円とかという、こういう料金設定がしてあるわけなんですけど

も、施設に対しての損害というんですか、破損したとか、そういう場

合の費用の弁償ということが一切載ってないんですけども、そんなと

ころは書く必要がないんでしょうか。 
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難波（千）     ええ、今このすり合わせの段階ではそれはあえて載せてないんです 

（分科会長）   けれども、今も現に故意に壊されたりというときは、本人さんに賠償

してもらってるようなこともありますので、そこらはもう少し詳しく

細かな部分で施設の管理運営規則とかの中ではまた検討していって埋

めていくと思います。今、この段階ではそこまでの話をいたしており

ません。 

小寺（議長）    ございませんか。 

 足立委員、どうぞ。 

足立委員      この各種それぞれの使用料金なんですけど、大人も子供も皆同じと

いうことなんでしょうか。ちっちゃい子もお年寄りも皆同じというこ

とですか。 

小寺（議長）    お願いします。 

難波（千）     そうです。これは１人２００円ではございませんで、その団体がグ 

（分科会長）   ラウンドなり公民館の会議室を使うときにということですから、子供

だけ使うということはまず基本的にはないと思います。指導者も含め

てですが、少年野球のチームが町民グラウンドを使う場合には、申し

込みをされた時間に対してこれだけ料金をいただきたいということで

ございます。 

 以上です。 

小寺（議長）    藤原委員、どうぞ。 

藤原（安）委員   大河内町の藤原です。 

 ２ページの８番の学校施設利用の中で、口頭でスポーツクラブとか

というふうに言われたんですけども、今各校区ごとでスポーツクラブ

２１が立ち上がってるんですけども、今言われたスポーツクラブはそ

れを指しとんですか。 

 また、それと違う場合でしたら、スポーツクラブ２１、それぞれ校

区ごとである分についてはどういうふうな話、対処になるのかお教え

願いたいと思います。 

難波（千）     お答えします。 

（分科会長）    スポーツクラブという、今各小学校区で実施されておりますスポー

ツクラブのことを指しております。スポーツクラブもお金を払ってる

よというところも、それもあったんですけれども、これからスポーツ

クラブの活動をもっともっと活発にしていけば、いわゆる社会体育の

体育指導委員さんとかがかかわる事業の見直しという中で、スポーツ

クラブの活動の活発化というのはもう切り離せないものですので、こ

の団体は免除をして、もっと地域で自主的に活動してもらった方がい
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いんじゃないかということで免除というふうにすり合わせをしたわけ

です。 

 以上です。 

藤原（安）委員   わかりました。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 中山委員、どうぞ。 

中山委員      神崎町の中山です。 

 今はこの使用料のことだけなんですが、もし申し込むときなんかの

ことも考えておられるんでしょうか。というのは、今現在大河内にあ

る施設を神崎町から申し込むとか、一括して申し込む場所とか、神崎

町の場合は今パソコンで場所を押さえることができるんですが、そう

いうふうなことも含めて考えておられるんでしょうか。 

難波（千）     お答えします。 

（分科会長）    まず、文化協会と体育協会の加盟の団体につきましては、２月末か

ら３月末にかけて団体調整会議というのを開きまして、翌年度の４月

から３月まで大体定期練習とかの練習日を調整させていただきまし

て、先に年間の施設をもう予約を押さえ込んでいきたいということを

考えております。これが１点目。 

 それから、今ご指摘のありましたパソコンで入力して申し込みがで

きるのと、大河内町はまだ紙で、いわゆる紙書類での申請になるんで

すが、当面は二重で、両方でいこうと思っております。紙で申し込み

されたものを受け付けた段階で事務所の方で入力していきますし、会

議の中でパソコンで入力されたものを画面を確認した段階で大河内町

側にもそれを伝えるということはしていきたいと、そういうふうには

考えております。 

 以上です。 

上野（副会長）   議長、いいですか。 

小寺（議長）    大河内町長、どうぞ。 

上野（副会長）   副会長の上野ですけども、ちょっと聞き漏らしたんか、あるいは確

認の意味でするんですが、公民館審議会について新町発足までに調整

するというてこの文字はなっとんですが、言われたときはたしか再編

する方向で調整するというふうに言われたと聞いたんですが、それで

正しいんですか。 

 それともう一つは、免除する団体で全部はちょっと聞き漏らしてる

んかもしれませんが、例えば町老人クラブ、町婦人会、町ＰＴＡとい

うような、こういう書き方になっとんですが、言われたときは町連合
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老人クラブ、町連合婦人会とか、町連合ＰＴＡというふうに言われた

と思うんですが、単位老人クラブとか、単位婦人会、単位ＰＴＡ、集

落ごとの、そういうのは除くという、そういう意味もあって言われた

のか、ちょっと確認したいんですが。 

難波（千）     お答えします。 

（分科会長）    公民館の運営審議会ですが、すり合わせの段階で神崎町は社会教育

委員会の中で審議をしてもらってる。大河内町はそういう公民館運営

審議会があるけれども、社会教育委員さんが兼任してる。じゃあ、ど

ちらも同じように公民館の運営について審議できるからそれでいいん

じゃないかというふうに理解されても困るので、新たにメンバーをち

ゃんと公民館の運営について審議してもらう人を作り直す、再編とい

うのはそういう意味なんです。そして、報酬審議会の中にもそういう

委員さんがありますよということをきっちり押さえた上で調整をして

いくという意味でございます。 

 それから、連合あるいは町老人クラブ、婦人会というふうにわざわ

ざ書きましたのは、地域婦人会、地域老人クラブがこういう施設を使

われるときは有料にしますという意味です。そして、町の連合老人ク

ラブあるいは町の連合婦人会と、それが町という言葉か連合がついて

るかついてないがあるんですが、大きな町の大きな団体につきまして

は免除とします。どこかの地域の婦人会が、中央公民館の会議室を貸

してくださいという場合にはお金をいただきたいという、そういう意

味でございます。 

 以上です。 

上野（副会長）   よろしいですか。ということは、この文字づらも直しといた方がえ

えわけですね。そういうことですね。 

難波（千）     そうです、申しわけございません。 

（分科会長）    連合がついているのは連合をとってもいいんですが、いわゆる地

域、単位団体と町の団体との区別という意味でございます。 

小寺（議長）    ほかにありませんか。 

 立岩委員、どうぞ。 

立岩委員      大河内の立岩です。 

 大河内町の中央公民館の使用料なんですが、お昼などは女性が利用

する場合が多いんです。それで、やっぱり手芸とか、いろいろ１時間

とか２時間ていう形やなくて、長い間時間を使う場合が多いんです

が、半日とか１日とかというような、そういうふうな使用料の設定は

ないんでしょうか。 
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 今まで無料だったので、もう合併した途端にすごい費用がかかって

しまうという形で、どうしようという形が多いと思うんですが、半日

とか１日とかで割安な使用料はいかがでしょう。よろしくお願いいた

します。 

難波（千）     半日や１日というのを１時間に逆に割り戻しましたので、そういっ 

（分科会長）   た場合は基本的に利用時間に単価を掛けていただいた料金かなと思い

ます。今の時点ではそこまでしかちょっとお答えはできかねますが。 

立岩委員      ああ、そうですか。どうも済みません。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 それではちょっと、私からちょっと質問させていただきますけど、

特に中央公民館、大河内町の場合は今のところ公民館の登録サークル

はもう全部無料なんですね。それが、今度から合併になりますと登録

サークルについてはもう全部有料ということで、時間の単価で言いま

すと今の使用料から見ますと非常に高くなっております、これも。と

いうことが１つ。 

 それから、それと公民館の方ですけども、営業のための使用がすべ

て禁止になっとんですね。今、大河内町の公民館は営業の場合は使用

を禁止をしておりませんが、料金が非常に高くなっております。とい

うことで、実際に今でも営業で健康器具の販売とかもされておりまし

て、あいとるということは当然使用していただくということで、収入

の確保につながるということなんですね。 

 一般に、やはり私はあいとる場合は営業というのがやっぱり使って

いただいて、料金が今の場合は非常に高くなっております。というこ

とで、やっぱりそういう料金の設定をして、やはり収入の確保に私は

利用する方が非常にいいんじゃないかと思うんですね。今使用する場

合に登録サークル等で使用者の調整会議を開いて、１年間のうち予定

をやられるということで、当然そうなりますといつあいとるかという

のが大体わかってくるわけですね。あいた場合に、当然それを有効利

用されて営業のために使用していただくと使用料の収入があるという

ことで、私は営業はすべて禁止というのは何かちょっと、公民館とい

う名前だけにこだわり過ぎてちょっとおかしいんじゃないかという、

私は思うんですけども、それについてどのような考え方で営業を使用

禁止されたかということについてもお答えを願いたいと思います。 

 それから、学校施設関係ですけども、特に種目協会を省くというこ

とで、特に１２ページを見ていただきますと体育協会の加入団体とい

うことで、大河内町並びに神崎町さんほとんどこれ種目ですね。野球
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協会、ソフトボール、バレー、ソフト、剣道、空手、水泳、ゲートボ

ール、陸上、テニス、ゴルフ、グラウンドゴルフにスキー、スキーは

ないと思う、卓球、硬式テニスとか、ああいったものが全部種目です

ね。そうしますと、こういう団体につきましても全部有料になるとい

うことになりますので、今のと比べますと、特に大河内の住民の方に

とりますと、合併をして大きな負担が生じてくるというような考え方

が今後、特に集落説明会等で説明いたしますと、何でこういう負担が

何ぼでも増えるんやというようなことが出てきますので、そこらにつ

いてどのように考えられてこういう料金設定をされたかについて、以

上３点についてお答え願いたいと思います。 

難波（千）     まず、公民館の営業目的の件ですが、実はこれもすり合わせの中で 

（分科会長）   大変いろんなところで悩んだんですが、社会教育法の第２３条に公民

館の運営方針ということがございまして、専ら営利を目的として事業

を行ったり、特定の営利事務に公民館の名前を使わせたり、その他営

利事業を援助することを禁止するという、こういう行為はしてはなら

ないという項目がございまして、神崎町の中央公民館ではこれまで営

利目的の貸し出しというのは、利用というのは全然してこなかったわ

けなんです。大河内町のじゃあ公民館が、これで言う社会教育法、公

民館なのか、いや、そういう補助事業は使ってないから違うだろうと

いうような話も出たんですけれども、具体的には例えば最近ですと田

崎真珠さんが販売をされるとかということも聞いております。例えば

特定の企業はちょっと名前出しにくいんですが、この企業なら安心し

て大丈夫だろう、その線分けがだんだん難しくなるんですね。町民の

方からしますと、公民館で営業してんやからそんな変な業者は貸しと

ってないやろうということで、公民館にお店をあけて営業されてると

ころへ来て買ったけども、中身を見るとやっぱりクーリングオフをし

たいですとか、消費者としてのトラブルも起きてきやすいということ

で、それならもういっそのこと営利目的の利用というのは全部廃止し

た方がいいんじゃないか。この会社だけオーケー、この企業はいけま

せんという線引きをどこでするんだというところが難しいということ

で、神崎町ではもう既に全然そういうことをしてないというところ

で、それは今大河内町でいきなり廃止ということは難しいということ

で、新しい町になったらそこでちゃんと線引きをしようというふうに

決めたという経緯がございます。 

 それから、種目団体等のところですが、実は大河内町につきまして

は種目団体等は既に逆にお金を払ってらっしゃるんです。神崎町が全
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然払ってなくて、神崎町民側の方がいきなり合併したらどうして高く

なるんかなという不満が出るんじゃないかなというところも心配しと

いうところはございました。そのために、金額を抑えたというとこが

ございます。 

 それから、種目協会が主催されまして、例えば町民向けの町民の皆

さん参加してくださいというような事業をしてくださるという場合は

免除ということもなりますし、それ以外は少なくとも自分たちが趣味

を同じにする、自分たちの楽しみでされる団体競技ということで、使

用料は取ってもいいんじゃないかというふうにして料金をもらうとい

う方向でいったんです。 

 大河内町は、今現在使用料金を払うかわりに補助金の額も多いとい

うことがございます。体育協会に対する補助金ですね。神崎町は、補

助金の額も少ないかわりに免除ということがございましたので、今度

は補助金の額と、それからこういった使用料をもらうというところ、

両方をあわせ持った上で各種団体長と協議して補助金とかも決定して

いかなければいけないというふうには考えてるんですが、そういった

いろんなところを考慮して２００円とか３００円、一部高いところが

ございますが、考えたわけなんです。 

 以上です。 

小寺（議長）    特に中央公民館の中で、特に大河内の場合の大ホール、大ホールに

つきましては映画、演劇等が大河内町の場合はできる、設備ができて

おりますし、それに伴いましてもしどっかの劇団とか企業とかがやは

りああいうところで公演をやるというような場合には、私はそこにお

貸しをして町民の方が観賞するということは、私はいいんじゃないか

と思うんですが、アートについて社会教育法の中でということになり

ますと、大河内の今の中央公民館が、一回ちょっと総務課長さんに一

遍ちょっと聞きたいんですけども、それについて制限がある建物にな

っておるのかということ、それを一つお聞きをしたいと思います。 

難波（千）     議長、ちょっとよろしいでしょうか。よろしいですか。 

（分科会長）    その件につきまして、グリンデルホールの舞台を使っての活動は、

営業というよりはすり合わせの中では文化芸術活動して、その部分は

これまでどおりということをしております。会議室等を使用して物品

の販売に使うための貸し出しはしませんということで、舞台活動はこ

れまでどおりということは、すり合わせで決めてるんです。 

小寺（議長）    わかりました。それやったらちょっとここに大ホールについてはと

いうてちょっとやっぱりここに記入をしていただいといたら誤解を生
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じるということはないと思うんですね。いわゆる大ホールというのは

映画、演劇、音楽活動とかということについてはやはりこれはお金を

取ってほとんど公演をやりますので、ということもありますね。 

 それから、学校施設については大河内は今は体育協会に加盟しとる

団体等については学校施設の運動場等は現在は使用料金取ってないと

思うんですけど、社会教育施設、屋内体育館とか、私とこで言います

とはにおか運動公園とか、それから長谷の体育館とか、そういうもの

については当然使用料金というのは払ってますが、学校の運動場とか

学校の体育館については、現在は大河内は料金を取ってないと思うん

ですけど、それを今度は全部料金を取るということになるということ

になるんですね。そうなりますと、ちょっと前に質問が出ておりまし

たように、特に少年野球等が練習をされる場合に半日利用されます

と、５時間なら５時間ですから当然１，０００円の料金が要るという

ことで、少年野球協会も毎年陳情が出ておるんですけども、練習を非

常にたくさんしますんでお金がかかるということで、学校の運動場関

係については今までのとこは取ってないんですが、これも今回の調整

によりますとこれもいただくということになるので、合併によって負

担が増えるというようなことでなかなか説明がしにくいんじゃないか

というふうに私たちは考えるわけでございますが。 

 以上です。 

足立（会長）    足立です。 

 今、調整項目につきまして部会長から説明がございました。公民館

を活用する場合の政治的な活用の場合の制限でございますが、神崎の

場合は公民館法の適用を受けておりまして、政治的行為の制限という

ことから、例えば政治演説会とか、そういったものについては使用を

認めてないんでありますが、大河内町については公民館法の適用を受

けてないということで現在認めていらっしゃいますね。実際行われて

おります。それについてはどう規定するのか。 

 それから、立岩さんのご発言もあったんでありますけれども、私は

やっぱし公民館は地域の皆さん方のよりどころという一つの考え方も

大事ではないかなあと、このように思います。したがいまして、そう

いった面のことについてももう少し部会で検討していただきたい、こ

のように決裁をしながら問題発言かもしれないんでありますけども、

やはり地域、両町をとりましてもそうですが、今度新町になれば余計

それぞれの地域の皆さん方がそこに寄って世間話するのも非常に大事

なことではないかなあ。一々そこで料金を取るという話は、これはや



 発 言 者         議 題・発言内容・決定事項 

- 31 - 

はり私は考え直してほしい、このように思いますんで、この辺をもう

一回。ただ、やはり施設を、そういった部屋をいわゆる今も話が出て

おりました文化、スポーツ団体以外のものが利用する、いわゆる利益

のために利用すると、あるいは政治的な場に利用するといったことに

ついてはやはり歯どめをかける必要があるということに思います。い

わゆる特定の者が利益になるようなものについては制限を加える必要

があるというふうに思いますんで、もう一回検討していただいたらあ

りがたいと思います。 

高内委員      議長、よろしいですか。 

小寺（議長）    高内委員。 

高内委員      大河内の高内です。 

 この社会教育と直接事業と関係がないかと思うんですけども、この

使用料の関係で、センター長谷があるわけなんですけども、あれは直

接役場の総務関係になるんかわからんのですけども、しかしながらい

ろいろな団体が使用した場合、あれたしか料金を、使用料を取っとる

と思うんです。だから、そういった項目の中にもし出てこないんであ

れば、やはり使用料の中でそれもちょっとうたっていただいたのんが

ええんやないかと思うんですけども。 

足立（会長）    例えば、神崎町については小学校を有料にしてますけど、ほとんど

お金を払って使用してない。というのは、やはり免除団体という形で

使用されておるという場合が多いんです。ということで、原則有料に

しておりますけれども、免除規定等が詳細に決められておるというこ

とで、今私が申し上げたことについては原則料金徴収するということ

であっても詳細な使用規則等によって免除が受けられるような考え方

もあると思うんですね。そういったことについて、再度検討していた

だいたらありがたいと思います。 

三谷（課長）    大河内町の総務課の三谷でございます。 

 大河内町につきましては、長谷支所というんですか、センター長谷

という名称でコミュニティー活動の場としての施設を有しておりま

す。その分の中で、現在一部屋使った場合３２０円の使用料を取って

ます。その分については、今回のすり合わせの中では社会教育事業の

中で取り扱わずに総務企画部会の方で取り扱うことにしてますんで、

そちらにつきましてもまた後日の協議の中でこういう提案をしていき

たいと思ってます。 

 以上です。 

足立（会長）    わかりました。 
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小寺（議長）    高橋委員、どうぞ。 

高橋委員      神崎の高橋です。 

 １１ページの松ケ瀬グラウンドなんですけども、そこの件について

実はこれ南部５地区で春と夏草刈りしたりしてここ掃除しとんですけ

ども、教育委員会から多少の補助をもらい、せんだってきれいにした

んですけども、もう一つほかのグラウンドと比べたら利用価値もない

し、もしここでけがでもしたらだれが責任持つんかということもござ

いますし、この項目からもうしばらくグラウンドが整備されるまで削

除していただけたらと思うんですけど。 

 以上です。 

小寺（議長）    どうぞ。 

難波（千）     お答えします。 

（分科会長）    松ケ瀬グラウンドにつきましても、このすり合わせの中で検討した

んですが、使用される町民というのがごく限られた方ということで、

今とりあえず新町の社会体育施設という位置づけから外そうかなとい

うことですり合わせをしてるんです。粟賀の南部５地区の方について

利用していただく、それ以外のものがございませんので、比較表には

載せておりますが、今の新しい町の社会体育施設という枠からはちょ

っと今外して保留した状態にしております。 

 以上です。 

小寺（議長）    ほかにありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    大体質問が終わったと思いますが、議長といたしまして今回のこの

質疑の中身、また会長が特に免除の団体等についての検討という話が

出ておりますので、これにつきまして今後もう少し検討をいただくと

いうことで、この協議第３３号の社会教育事務事業の取扱いにつきま

しては、継続審議にいたしたいと思いますが、ご異議ございません

か。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    ご異議ないものと認めまして、この協議第３３号社会教育事務事業

の取扱いにつきましては、継続審議といたします。 

 時間が来ておりますが、これで暫時休憩をいたします。４５分を再

開といたします。 

            午後３時３３分 休憩 

            午後３時４７分 再開 

小寺（議長）    それでは、時間が来ましたので、再開をいたします。 
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 次に、協議第３４号国民健康保険事業の取扱いにつきまして、担当

の分科会会長の説明をお願いいたします。 

 宮本分科会会長、お願いします。 

宮本（分科会長）  それでは、失礼いたします。神崎町の住民生活課の宮本でございま

す。どうぞよろしくお願いいたしたいと思います。 

 それでは、国民健康保険事業の取扱いにつきまして、報告書により

まして説明申し上げたいと思います。 

 国民健康保険事業の取扱いでは、保険税と、それから国民健康保険

基金と、それから両町に設置されております国民健康保険運営協議会

のこの３点につきまして、問題、課題、調整方針につきまして説明申

し上げたいと思います。 

 まず、保険税関係につきましては、両町の税率で、４方式で設定し

ております。所得割、資産割、均等割、平等割の額等で相違がござい

ます。また、賦課期日が７月１日と、それに納付の年６回と回数は同

じでございますけれども、納付月に相違がございます。 

 次に、国民健康保険の基金ですけれども、保有総額が神崎町で８，

０００万円、それから大河内町で１億３，６５２万５，０００円と、

１人当たりの保有額で神崎町では２万７，７４９円と大河内町では６

万８，２２８円で差が大きいため、合併後の税率とあわせまして慎重

に検討していく必要がございます。 

 次に、国民健康保険運営協議会につきまして、委員数は両町６名と

同じでございますけれども、開催の月が違っておりますので、調整す

る必要がございます。 

 次に、調整方針でございますけれども、保険税関係につきましては

賦課方式、４方式でございますけれども、それと算定方式、それから

賦課限度額並びに軽減措置は現行どおり新町に引き継ぐことの調整方

針に至りました。 

 賦課期日は７月１日と納期は年６回とし、新町発足までに調整する

方針に至っております。 

 次に、保険税率は合併年度はそれぞれの町の例によるものとし、合

併後、以後につきましてはできるだけ早期に統一することでの調整方

針に至っております。 

 また、基金につきましては全額持ち寄ることの調整方針に至りまし

た。 

 次に、国民健康保険運営協議会ですけれども、新町発足時に統一い

たしまして、構成委員及び開催時期等は新町発足までに調整すること
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の方針に至りました。 

 事務事業の現況比較表では、ただいま申し上げてきたとおりでござ

いまして、保険税率では医療分、介護分の所得割、資産割、均等割、

平等割が、神崎町と大河内町では差異が見られております。 

 次に、平成１５年度末の国民健康保険基金では、基金保有額、それ

から被保険者数、１人当たりの保有額の差が、神崎町と大河内町では

差異が見られます。 

 それと最後に、国民健康保険運営協議会の構成及び開催月等に違い

が見られております。 

 以上、簡単でございますけれども、説明を終わります。 

小寺（議長）    どうもありがとうございました。 

 それでは、協議第３４号、説明が終わりましたので、質問をお受け

をいたしたいと思います。ご質問のある方は、どうぞお願いいたしま

す。 

 会長、どうぞ。 

足立（会長）    部会長にお尋ねしときます。 

 参考資料、合併特例法の抜粋をつけられた理由といいましょうか、

ちょっとその考え方をご説明してください。 

小林（分科会長）  大河内町の小林でございます。 

 ご説明いたします。 

 実は、先ほども説明しましたとおり、まず１点目が保険税率でござ

いまして、医療分と介護分それぞれ保険税率を試算する場合に、神崎

町と大河内町と今現在このように率で違いがございまして、額にいた

しますと神崎町さん医療分だけとりますと１世帯の平均額で、概算で

すけども、神崎町の医療分は１３万６，０００円余りございます。ま

た、１人当たりの平均額も６万６，０００円余りございます。 

 大河内町につきましては、１世帯平均で１１万１，０００円でござ

います。それから、１人当たりにしますと５万７，０００円というよ

うなことで、１世帯当たり、それから１人当たりの平均を見ましても

大変額に違いがございまして、これを新町発足、直ちに一緒にするの

はどうかなというような懸念もございます。 

 それから、基金の保有額でございますが、基金の保有額も１５年度

末見込みでございますが、神崎町さんは８，０００万円、それから大

河内町は１億３，６００万円余りありまして、差につきましても大変

多うございまして、基金の全額については持ち寄ることといたしてお

るんですけども、その税率を一緒にした場合に大河内町の住民さんの
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税額というんですか、大変一気に高くなるというような懸念をいたし

ておりまして、それを緩和するために合併初年度につきましては基金

を投入いたしまして、不均衡課税を実施したいなというような思いで

ございまして、合併特例の関係で不均衡課税ができるというようなこ

とになっておりますので、そういう理由で５年以内の不均衡課税とい

うのが認められておりますので、それまでに緩やかに税率を合わせて

いきたいなという思いの中から不均衡課税という合併特例法の資料を

つけさせていただいております。 

宮本（分科会長）  この合併特例法ですけれども、厚生労働省は市町村が合併した際

に、合併前の旧市町村間で国民健康保険の保険料に著しい格差があっ

た場合に、合併年度を含め５年間は旧市町村ごとに異なった割合での

保険料賦課を認める方針でございまして、そこで国会に提出されたと

ころでございまして、健康保険法改正法案にこのための規定を盛り込

んでおられまして、平成１４年１０月から実施する予定ということ

で、市町村合併を後押しするのがねらいで、２００４年度末までに合

併した市町村に限って適用する時限措置ということでございます。 

小寺（議長）    会長、どうぞ。 

足立（会長）    ということでございますんで、今国民健康保険は医療費の高低が大

きく左右をいたします。したがいまして、目的税たる理由でございま

すけども、各町、両町でありますけど、それぞれの医療費につきまし

ては被保険者の状況によって大きく金額が変わってくるということで

ございます。今回、大河内町につきましては基金をたくさんお持ちで

ございますので、多分その基金を含めても最高５年でございますけれ

ども、５年間の中で調整をしていくということでございますので、当

分の間は不均一課税ということになるということをご理解をいただき

たいというふうに思います。 

小寺（議長）    どうもありがとうございました。 

 ほかにございませんか。 

 日和委員、どうぞ。 

日和委員      大河内の日和です。 

 まことに申しわけありませんが、両町さんの直近あるいは１５年度

末が出てるかどうか、もしも出てなければ１４年度末でも結構です

が、各国保税の収納率はどれぐらいなんでしょうか。参考までにお伺

いしたいんですが。 

藤原（光）（課長） お答えをいたします。 

 大河内の藤原でございます。 
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 まず、大河内町につきましての収納率、１５年度でお答えをさせて

いただきますが、一般と退職というのがあります。いわゆる退職とい

うのは、長年社会保険に加入をされて、その後退職によって国民健康

保険に加入をされたという人と、自営業等でのっけから国民健康保険

という形に加入されておる人というぐあいにちょっと分けて説明をさ

せていただきますが、大河内町一般の分につきましては１５年度の現

年の部分が９４．５０％、それから退職分については９９．１６％、

合計で９５．４３％ということでございます。 

 それから、神崎町は一般の部が９５．２２％、退職は９９．３

５％、それで合計が９５．９１％でございます。 

 以上でございます。 

日和委員      ありがとうございました。 

小寺（議長）    高橋委員、どうぞ。 

高橋委員      神崎町の高橋です。 

 ちょっと質問を、各課、係、おってかわかりませんが、保険税率の

集金、税率を納めるのと、今度医療機関へ行って支払いの場合に１

割、２割、３割負担があるわね。その負担額、さらに患者の年齢も加

味すると思うんですけども、その辺のこの表と似たもんができないの

か、ちょっとお願いしたい思うんで。 

 以上です。 

小林（分科会長）  大河内の小林でございます。 

 国民健康保険の制度そのものは国の制度でございまして、合併によ

り変わるというふうなことはございませんので、ただ収納に係る医療

の負担あるいは介護に係る負担についての税率の関係でございますん

で、そこら辺ご理解を願いたいと思います。 

高橋委員      ちょっとわからないんですけども、これも基準があると思うんです

けど、１割、２割、３割の。 

宮本（分科会長）  個人の割合ですか。国民健康保険は３割負担でございます。それか

ら、７５以上ですか、老健保険の分につきましては１割、また所得の

ある人は２割、こういった制限がございます。 

高橋委員      そういうような表がここへつけてもらえへんのかな思うたりして。

ちょっと見て、だれもがああ、なるほどなあという得心できるような

表ができんかなと思うて。 

小林（分科会長）  失礼します。申しわけございません。事務事業で調整をした関係の

資料ということで載せておりますので、制度の資料については載せて

おりませんので、ご理解いただきたいと思うんですけども。 
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小寺（議長）    上垣委員、どうぞ。 

上垣委員      大河内町の上垣です。 

 ２ページの、聞き漏らしかわかりませんけども、国民健康保険運営

協議会のメンバーのことなんですけども、（１）の被保険者代表、神

崎町は２名、２人ということになってまして、同じく大河内町でも２

人ということで、これ具体的に寺前、淵区長ということで具体に上が

ってますが、神崎町ではどうでしょうか。 

宮本（分科会長）  大河内町は寺前区長さん、淵区長さんと上がっておりますけれど

も、神崎町は区長さんではございませんで、被保険者の中から２人、

こちらの行政の方から選ばさせていただいて２人にさせていただいて

おります。 

上垣委員      具体に表現はちょっと無理なんでしょうか、１５年度云々という。

今後の方針も、考え方も含めまして。 

宮本（分科会長）  神崎町の被保険者２人は、２人個人でございますんで、ここはちょ

っとよう上げておりません、上げられないというようなことで。 

上垣委員      了解しました。 

小寺（議長）    ほかにありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    それでは、ほかに質疑がないようでございますので、質疑を打ち切

りたいと思います。 

 それでは、採決に入ります。 

 協議第３４号国民健康保険事業の取扱いについて、賛成の方は挙手

をお願いいたします。 

            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手全員であります。よって、協議第３４号国民健康保険事業の取

扱いにつきましては、原案どおりとすることに決定しました。 

 続いて、協議第３５号住民関係事務事業（その２）窓口業務等の取

扱いについて、担当の分科会長の説明をお願いします。 

 小林分科会会長、お願いします。 

小林（分科会長）  失礼します。大河内町の住民課の小林でございます。 

 まず、住民課関係の事務事業の取扱いで、消費生活行政についてで

ございますが、消費生活の啓発及び教育等を行うために、神崎町では

神崎町消費生活研究会、大河内町では大河内町消費者協会が組織され

てそれぞれ活発に活動されております。しかしながら、組織の構成及

び両町からの補助金の額等に差異がありますので、調整する必要があ

るということでございます。それらの内容につきましては、３ページ
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に事務事業現況比較表というのがありますので、参考に見ていただき

たいというふうに思います。 

 次に、交通安全対策の関係ですけども、福崎交通安全協会の下部組

織として両町にそれぞれ支部がありますが、役員の選出方法及び補助

金に差異があります。また、神崎町では婦人部がうさちゃんクラブと

して保育所及び幼稚園などを訪問されて交通安全指導を行っておられ

ます。その際に、保護者より指導料というんですか、を徴収され、事

業をより充実しているなどの取り組みの内容に差異が見られます。 

 また、両町とも交通安全対策協議会が組織されていますが、大河内

町については町の交通安全対策協議会そのものが余り活動がないとい

うようなこと、それから神崎町については交通安全対策協議会でもっ

て春、秋それぞれの活動についてされているというようなことで、組

織体制及び活動内容に差異が見られるため調整する必要があると。 

 次に、チャイルドシートの助成事業につきましては、大河内町は平

成１２年１月からチャイルドシートの購入に対して補助金を支払って

おります。神崎町については同制度はなく、合併に向けた調整が必要

ということであります。 

 次に、交通対策事業として、神崎町においてコミュニティーバスの

運行を行っておりますが、大河内町には自主運行バス等はなく、合併

後の運行エリア等についての課題があるということでございます。 

 次に、青少年教育の推進を図るため、神崎町は神崎町青少年育成委

員会、大河内町は大河内町青少年問題協議会が組織されております

が、組織構成に違いがあるため調整する必要があるということでござ

います。ただし、神崎町にも神崎町の青少年問題協議会があるんです

が、実質はこの青少年育成委員会というところで活動されておりまし

て、両町の青少年問題協議会そのものについては一本化する方向でご

ざいまして、ただ青少年育成委員会に相当する組織について、内容等

の調整をする必要があるということでございます。 

 次に、防犯対策としまして、神崎町は神崎町防犯指導委員会、大河

内町は福崎防犯協会の大河内町支部ということで組織されておりま

す。福崎の防犯協会に役員として出られる場合については、神崎町さ

んも神崎町支部というような、兼務のような形でございますけども、

組織の名称が違うということでございます。それから、神崎町には委

員に報償費を支払っておられますが、大河内町はその支部に対する補

助金として支払っております。ということで、組織体制に多少の相違

があり、これを調整する必要があるということでございます。 
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 次に、住民票等の各種証明書の手数料につきまして、両町において

はほぼ同じでございますが、住民票の謄本と住民票の閲覧、それから

埋火葬許可証の発行手数料等に差異がございまして、これも調整は必

要ということでございまして、次に調整方針でございます。 

 まず、消費生活行政に係る両町の組織につきましては、それぞれの

神崎町の研究会あるいは大河内町の消費者協会、それぞれの会でもっ

て統一に向けて今後話し合いをしていただきまして、一つの組織にし

ていただくというような方針でもって今後調整をしていくということ

でございます。それと、補助金につきましても新町発足までに調整す

るというような方針でございます。 

 次に、福崎交通安全協会の町の支部につきまして、これも合併した

後には一つの組織ということで統一を図っていきたいなということで

ございまして、役員の選出から構成、それから補助金、それから活動

内容等につきましては、それぞれ新しく調整をしたいというふうに思

っております。これにつきましてはそれぞれの役員さんですか、その

会の方々に寄っていただいて今後調整する予定でございます。 

 次に、交通安全対策協議会につきましては、これも組織を統一いた

すこととしております。 

 それから次に、チャイルドシートの購入補助金につきましては、こ

れにつきましては大河内町は２年あるいは３年の時限的に購入補助を

するというような当初の目的でございまして、最近につきましては購

入補助の申請そのものが大分減ってきておりまして、これにつきまし

ては合併時に廃止をするということに調整いたしております。 

 それから、コミュニティーバスの運行につきましては、これは多分

に新町の政策的な問題等も絡んでおりますので、担当者としては調整

をする以前の問題というんですか、新町発足までに調整をするという

ことでお願いしたいというふうに思っております。 

 それから次に、青少年教育の推進に係る組織につきましては、先ほ

ど言いましたように神崎町さんも青少年問題協議会はあるんですけど

も、実質は神崎町さんは青少年育成委員会というところで活発に組織

されておりますので、継続的に、活動そのものは継続するということ

で、新町発足までに統一を行うということにしております。 

 次に、防犯対策に係る組織の体制、これにつきましても一本に統一

をするという方向で、これから調整をしていきたいというふうに思っ

てます。それから、報償費あるいは補助金については、新町発足まで

に調整をするということでございます。 
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 それから、各種証明書の手数料につきましては、両町同額の項目が

ほとんどでございますが、同額につきましてはそのまま新町に引き継

ぐということにしております。ただ、埋火葬許可証の発行手数料につ

きましては、大河内町は２００円いただいております。神崎町さんは

無料でございますが、これにつきましては大河内町の例により２００

円いただくということに調整いたしました。 

 それから、住民票の謄本発行手数料及び住民票の閲覧料金につきま

しては、４ページの方にあります、一番下ですけども、各種証明書手

数料の現況比較表の中で見てもらいましたら、下の方から２行目でご

ざいますけども、住民票閲覧手数料につきましては神崎町さんは１人

２００円ということで、大河内町は住民票の閲覧手数料が４人までは

２００円、以下４人ごとに２００円ということで、実質１人当たり５

０円ということで差異がございます。これを新町発足後は１人２００

円に統一したいということでございます。 

 以上でございます。 

小寺（議長）    説明が終わりました。 

 協議第３５号住民関係事務事業（その２）窓口業務等の取扱いにつ

いての質問を受けたいと思います。 

 正城委員、どうぞ。 

正城委員      大河内の正城です。 

 私、大河内なんでコミュニティーバスのことは余り知らないんで

す。それで、ちょっとお聞きしたいんですけれども、このコミュニテ

ィーバス、自主運行バスというんですか、神崎町の皆さんには好評な

のかどうかということが知りたいんと、それから運営内容、採算がと

れているか、今からもそのようになっていくかというふうなことです

ね。 

 それから、当分の間神崎町だけのバスになるのか、それとも将来大

河内も一緒にそういうふうなのを利用していくということを考えてお

られるかどうかということですね。 

 それから、もしそうなれば神姫バスと同じ路線を使うところもでき

てきますわね。そうすると、障害者とか介護者の神姫バスの回数券が

半額免除とかというようなことがあるんですけれども、それはやっぱ

し使えんのか、それともややこしいけれども、別のもんを作って利用

するのかというようなことが知りたいんですけれども、お願いいたし

ます。 

宮本（分科会長）  それでは、巡回バスのことにつきまして、この巡回バスにつきまし
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ては導入をしました目的でございますけれども、これは高齢者等の交

通手段を初め通勤、通学者の手段を確保するとともに、広く住民の日

常生活や社会参加などの利便性も確保するために神崎町内巡回バス運

行計画を策定し、検討委員会の中でお諮りして設置、運行をしてきて

おります。 

 そこで、状況はどうかということですけれども、ちなみに平成１５

年度の運行日数、それから乗車人数を申し上げさせていただきたいと

思います。１５年度は、乗車人数が大人、子供合わせまして１万５，

７４５人の乗車人数でございました。そこで、１日当たりの乗車人数

にいたしますと、５３．４人というような状況でございます。 

 あと、経費のことでございますけれども、これは神姫グリーンバス

の方に委託をさせていただいておりまして、月７３万２，０００円の

１年分ということで８７８万４，０００円、これが経常費用となって

おりまして、そこで収入額ですか、回数券、それから現金で支払われ

た分が２１８万９，０００円余りということで、差し引き委託料とし

てグリーンバスに払いました金額が、６８８万円余りとなっておりま

す。 

 あと、料金につきましては、初乗りが神姫グリーンバスは１６０円

でございますけれども、それ以上高くできないということで、１５０

円ということで初乗り運賃を決めております。 

 それから、競合路線でございますけれども、これは神姫グリーンバ

スさんとも協議をいたしまして、現在新野駅に行く分と、それから奥

猪篠方面に行く分がございまして、これらにつきましては神姫グリー

ンバスさんとも協議して、了解を得た上で一応並行して走っていると

いうような状況でございまして、これらにつきましてはいろいろ事情

がございまして、新野駅へ行く分につきましては朝の通学者が多いこ

ともございまして、一日じゅう走っているわけではございませんで、

確かに１本ぐらいで、朝の通学者のみが利用されるということで、こ

れちょっと特別にここを走らせております。 

 それから、奥猪篠につきましては、行くところが奥猪篠ということ

で、そこは路線バスが走ってないということで、これも特別に大山方

面を並行して一部杉から猪篠にかけまして競合路線を走ってる現状で

ございます。 

 基本的には神姫グリーンバスと町の巡回バスは走ってはいけないと

いうことになっております。 

正城委員      並行して走らなくっても、大河内町でしたら淵の方とか、そういう
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こともありますわね。そういうところは計画にはないんでしょうか

ね。奥猪篠走られるんやったら淵とかということもあるし、新野の方

とかということもありますし、路線が違うから。 

小寺（議長）    ちょっと会長に答えてもらいます。 

足立（会長）    神崎町はコミュニティーバスを走らせたんですけど、これは一つに

は最寄り駅が新野駅ということで、通勤あるいは通学者の便を図ろう

ということと、それから病院がございますので、とりわけ高齢者が運

転して病院に来ていただくということについては、将来的に見まして

も危険という面もございます。そういったことで導入したんでありま

すけれども、逆に神崎町間で行政格差を生んでしまったということ

は、実は事実でございまして、越知谷地域についてはコミュニティー

バスが走ってないんです。一番必要なところに実は走らせてないんで

す。 

 それから、競合路線としては福本とか加納とかはバスと競合すると

いうことで、巡回バスは通ってないんです。今、区長会長からもよく

おしかりをいただいておるんでありますが、これについては越知谷地

域については例えば僻地、辺地ということで、辺地整備をやるために

はバスが何回も往復すると辺地度点数が下がってしまいますんで、そ

の財源確保の面からもう少し待とうという一つその作戦がございまし

た。 

 もう一つは、将来的にはやはり１台ではとてもその機能を発揮する

ことができませんので、少し台数を増やしまして、本当に必要なとこ

ろに回していきたいと思っております。 

 財源的には、このように持ち出し６００万円という金額があるんで

ありますが、このことにつきましては井戸知事さん大変思いも、同慶

の念を強くしていただいておりまして、できるだけこの持ち出し財源

につきましては、特別交付税で措置をする努力をするというふうにお

っしゃっていただいておりますので、私としては安心しておるわけで

あります。 

 ところで、新町になりましたら、これはやっぱし病院医療機関が一

つでもございますんで、これらについては当然住民の皆さん方がニー

ズがあれば、なければ別ですけど、ニーズがあれば、これは当然コミ

ュニティーバスの運行は必要ではないだろうかというふうに私は思い

ます。ただ、競合路線の問題につきましては、これはやっぱし技術的

な問題でもございますんで、技術的な問題は解決できないわけがない

わけでありますんで、これは解決する努力を当事者と、いわゆる神姫
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グリーンバスとすることによってある程度道を見出すことができるん

ではないか、１００％可能とは言いませんけども、道を見出すことは

できるんではないだろうかというふうな思いもいたします。これは関

係の皆さん方に集まっていただきまして、そのことをどうするのかと

いう議論を住民の皆さん方のサイドで議論していただいて、できれば

少子・高齢化の状況でございますし、医療機関等の問題もございます

んで、コミュニティーバスを出していただくようなことになれば、私

は住民サービスがさらに向上するんではないだろうかというふうに思

います。 

 以上であります。 

 それから、料金の問題は、１５０円は均一料金といたしておりまし

て、お子さんは２分の１よね。さらに、障害者の方はその２分の１と

いうことにいたしております。 

上野（副会長）   今、現にある神姫グリーンバスの路線バスの関係とコミュニティー

バスの関係は、非常に難しい問題だろうというふうに思うんですけど

も、例えば大河内町サイドで見ますと長谷に温水プールがありまし

て、温水プールの使用について特に高齢者の健康教室というようなも

のでプールでの歩行訓練、こういうものがいろいろ言われるわけです

けども、これについてもう例えば上小田方面から寺前まで出ても、寺

前から長谷に連絡がないとか、そういう課題をいっぱい持っておりま

すので、今後路線バスとの競合の兼ね合いも考えながら、新町全体と

してのそういうふうな抜本的な考え方ということは、必要性があるん

じゃないかなというふうに思います。いずれスクールバスの関係も含

めてそういうことも問題になってこようかというふうに思いますの

で、ただ非常に難しい課題だというふうには思います。 

小寺（議長）    上垣委員、どうぞ。 

上垣委員      大河内町の上垣です。 

 ４ページの防犯対策の件ですけども、防犯対策の中の報償費及び補

助金という欄で、大河内町につきましては一括補助ということで、２

５万円ということで上がっておりますが、神崎町さんにつきましては

それぞれの謝金等によって決められておるということなんですけど

も、できれば実績としてトータルで、神崎町としていわゆる２５万円

に対する金額に見合う金が教えていただけるんならば、ちょっとお願

いしたいと思います。 

宮本（分科会長）  ちょっと待ってくださいよ。役員の謝金ですけれども、役員会１回

出席につきまして６，０００円ということで、各ブロックに役員が１
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人ずつということで計４名いらっしゃいます。 

 それから、委員の謝金、これは年間６，０００円ということで、１

９集落ありまして３８名……。 

上垣委員      総額で結構です、総額で。 

宮本（分科会長）  ちょっと今総額はつかんでないんです。 

上垣委員      ああ、そうですか、わかりました。 

宮本（分科会長）  １５、６年度のとりあえず予算を申し上げますと、５７万８，００

０円防犯指導委員会の予算として組んでおります。 

 これは巡回とかパトロールですか、それとか年１回の総会、それか

ら役員会も含めまして５７万８，０００円となっております。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 松山委員、どうぞ。 

松山委員      大河内町の松山です。 

 済みません、防災の関係になるかと思うんですけれども、大河内町

には自主防災大河内という形での組織があると思うんですが、それの

事務局は住民課ではないのかなと思うんですが、ここでは位置づけは

されないものなんでしょうか。 

 それから、もし新町になった場合の防災対策っていう形で自主防災

的な組織を作る方向であるのかどうかお尋ねします。 

浅田（事務局）   先ほど、ご質問のございました自主防災、そのあたりにつきまして

は、現在事務調整をしていただいとります消防団等の関係の中で協議

事項としてご提出させていただく予定にいたしております。 

 以上です。 

小寺（議長）    大体、質問が出尽くしたようでございますので、ここらで質疑を打

ち切りたいと思います。 

 それでは、協議第３５号住民関係事務事業（その２）窓口業務の取

扱いにつきまして、賛成の方は挙手をお願いいたします。 

            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手全員でございます。よって、協議第３５号住民関係事務事業

（その２）窓口業務の取扱いにつきましては、原案どおり可決されま

した。 

 それでは、ここで協議事項を終わりまして、次に提案事項に入りた

いと思います。 

 今回、提案事項につきましては５件提出されております。提案第２

６号環境衛生関係事務事業の取扱いについて、提案第２７号保健衛生

関係事務事業の取扱いについて、提案第２８号商工・観光関係事務事
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業の取扱いについて、提案第２９号農林水産関係事業（その１）林

道・治山事業の取扱いについて、提案第３０号建設関係事務事業の取

扱いについて、以上の５件の提案につきまして事務局から一括して説

明をお願いいたします。 

 浅田次長、お願いします。 

浅田（事務局）   それでは、提案第２６号から提案第３０号まで概要を含めてご説明

申し上げたいと思います。 

 お手元の資料の、まず資料６ということで、環境衛生関係の問題で

ございます。こちらの方からは３件の課題、問題点がございます。 

 まず、環境保全につきましては、両町におきましてそれぞれ条例を

制定し、同様の審議会または協議会を設置をなされておるところでご

ざいます。しかしながら、新町になった場合、条例等の整備を行い、

一本化を図っていくということで調整をいたしておるところでござい

ます。 

 ２点目に、集団資源の回収助成事業、ごみの減量化を図るために、

いわゆる団体等で集めていただいた方にごみの重量に伴います奨励金

を交付をいたしております。両町におきまして、同様の補助金交付要

綱を制定されて実施をされておりますけれども、補助額の方について

一部差異がございますために、調整をした結果、神崎町の例によると

いうことで調整をいたしております。 

 ３点目の産業廃棄物の関係なんですけども、一般廃棄物につきまし

ては皆様方ご存じの中播北部行政事務組合の方で、そこに、３ページ

の方に掲げてございます一般廃棄物、家電４品目、家庭用パソコンに

ついては神崎、大河内同様でございます。しかしながら、産業廃棄物

につきましては、両町にそれぞれ現在施設がございます。神崎町不燃

物集積場、大河内町建設残土砂等の処分場ということで、大河内町の

鍛冶、大河というところにございます。これらにつきまして調整をさ

せていただきました結果、神崎町の集積場を廃止し、大河内町の処分

場での一本化に向け調整いたしたところでございます。 

 なお、この鍛冶、大河の両区長様と私ども担当課の住民課の方で協

議をしていただいて、搬入してもいいですよという事前の了解はいた

だいております。新町になりましたら覚書等を交わすという課題が残

っておりますけれども、一応オーケーをいただいておるという状況で

ございます。 

 その中で、神崎町には現在減免規定、この減免規定につきましては

町長が大きな災害、新潟、福井、また今回の徳島のような大きな災害
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等が出た場合のときにはそういった搬入手数料の減免をいたしますよ

という規定が設けられておりますので、その規定については神崎町の

例によるということでございます。 

 以上、環境衛生関係につきましては３件でございます。 

 続きまして、提案第２７号保健衛生なんですけれども、こちらの

方、お手元に配付いたしております資料で３行目、環境となっており

ます。協定項目のところも環境となっておりまして大変申しわけござ

いません。保健にご訂正いただきたいと思います。次回の協議会で

は、協議事項として必ず保健衛生という形で訂正をさせていただきた

いと思います。 

 こちらの方は、裏のページ、２ページを見ていただきたいと思いま

す。課題、問題点として２つございます。 

 まず１点目が、町立の診療所の関係でございます。 

 現在、神崎町には大畑診療所ということで１カ所、大河内にはそち

らの方にございます上小田並びに川上というところに診療所がござい

まして、業務の委託先及び開設の日時に以下がございます。 

 あわせまして、診療所の建物の所有権の部分につきまして、神崎と

大河内で大きな差がございますので、このあたりについてどのように

調整するかということでございますけれども、まず両町における既存

の診療所は、これからの高齢化社会といったところも十分踏まえなが

ら、身近な医療機関として現行のまま新町に引き継ぐということで調

整をいたしております。 

 また、大河内町では、従来開業医ということで長谷地区に開業医が

あったわけなんですけれども、医師が死亡されたため現在不在になっ

ておりまして、大河内町としましてはこの長谷地区に郡医師会を通じ

て先生の誘致といったことも行っておりますので、この事業につきま

しては引き続き誘致をさせていただくという格好で調整をいたしてお

るところでございます。 

 なお、この僻地の診療所につきましては、利用形態、そういったも

のはこちらに書かせていただいとるとおりなんですけれども、こちら

の方も国の地方交付税の中の普通交付税にこういったものも算入をさ

れておるということでご理解をいただきたいと思います。 

 ２点目に、墓地の設置及び管理ということで課題、問題点がござい

ます。 

 そちらの現況比較表の方にもございますように、神崎町では墓地に

関する補助制度、そういったものがございません。一方、大河内町の
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方ではこういう共同墓地、そういったものに関する条例、また整備に

係る補助金といったものを制定いたしておりまして、これらにつきま

して大きな差異がございますので、新町発足後における共同墓地の整

備事業の適用及び補助金の額につきましては、新町発足後速やかに調

整をするということでございます。 

 以上でございます。 

 それから、提案第２８号商工・観光関係の事務事業の取扱いについ

てでございます。 

 こちらの方は５件ございます。商工・観光につきましては町の地域

活性化、そういった部分が十分連動しておるわけなんですけれども、

こちらの方につきましても大きな課題、問題点を抱えておるところで

ございます。 

 まず１点目が、第三セクターでございます。 

 こちらの方は、お手元の資料の４ページの方に現在の第三セクター

の状況を掲載をさせていただいております。 

 神崎町では３つございます。グリーンエコーを管理しております株

式会社グリーンエコー、それから株式会社神崎フード、それから神崎

農村公園「ヨーデルの森」を管理されております株式会社神崎ファー

ム、そして一方大河内町ではホテルモンテローザを管理運営いたして

おります株式会社おおかわち、峰山高原ホテルリラクシアを管理運営

いたしております株式会社峰山高原ホテルと、この５つの第三セクタ

ーがございます。しかしながら、近年の経済状況、また社会情勢の中

からこれらの第三セクターの施設の運営、そういったものもかなり厳

しいものがございますので、今後調整する必要があるということで課

題点が上げられます。しかしながら、調整方針といたしましてはこの

第三セクターといえども地域の観光施設ということで、地域の活性化

ということでございますので、健全経営と役割機能というものを十分

発揮を目指し、今後の現行のまま新町に引き継ぐということで調整を

いたしたところでございます。 

 ２点目の地域振興につきましては、２項目ございます。 

 まず１点目が、両町におけるまちづくりの地域活性化事業に取り組

んでおります夏祭り等の関係でございます。 

 ２点目が、地域づくりにおける住民参加という点から、自主的なま

ちづくりの組織といったところでございます。 

 神崎町の方では、既存の夢花フォーラム等の自主的な組織がござい

ますけれども、大河内の方では集落ぐるみ、また地域ぐるみの活動が
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ございまして、両町の取り組みにつきまして若干の差がございます。

そういったあたりにつきまして、できましたら本年も８月６日大河

内、８月７日で神崎町で開催をされました夏祭り、これらにつきまし

てはできるだけ新町発足までに一元化に向け調整をしてまいります。 

 それから、まちづくりの交流イベントにつきましては、両町にござ

います各拠点施設のさまざまな特色がございますので、新町発足まで

に交流プログラム等によります継続的な実施と、それに係ります体制

を整えるよう調整をしてまいります。 

 それから、まちづくり団体の育成につきましては、従来と同様に自

主、自立的活動の重要性、そういったものを現行のまま新町に引き継

ぎまして、奨励支援を検討してまいるというところでございます。 

 ３点目の商工業の振興なんですけれども、こちらの方は大きな問題

といたしまして、両町にそれぞれ商工会法に基づきます商工会が設置

をされ、活動をされております。こちらの方は、それぞれ独立した団

体でございますので、当協議会の方でも公共的団体の取り扱いの中で

いろいろ協議をいただいておるわけなんですけれども、商工会独自の

協議といいますか、そういったものでできるだけ統合に向けた支援を

行っていくという形にいたしておるところでございます。 

 一方、商店街の育成への取り組みといたしましては、神崎町は中心

地の市街地の活性化基本計画といったものを持っておられます。これ

に基づきまして、毎年まっせまつりといった活動をされておりまし

て、それに支援をされております。 

 大河内町では、町全体の活性化ということで、寺前駅前を周辺とい

たしましたわっくわくぶらり市を開催されておるところでございま

す。新町発足後におきましては、商店街の育成、活性化の支援につい

て、十分に検討する必要があるという課題がございます。 

 これらの商工業の振興に伴います調整方針といたしまして、商工会

の統合に向けた要請支援を行い、また財政支援については新町発足ま

でに調整をしてまいるということでございます。商店街の育成、活性

化については、まちづくりにおける商業機能の重要性により現行のま

ま新町に引き継ぎを行うというところでございます。 

 ４点目の企業誘致ですけれども、神崎町では企業誘致の関連といた

しまして、４事業に区分して取り組んでおられます。その中でも、特

に兵庫工業団地への企業誘致に向けた取り組みといったものは、合併

後においても残地への企業立地を推進し、地元雇用の場としての確保

をする必要がございます。 
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 大河内町でも、企業誘致の検討課題といたしまして取り組みをいた

しておりますけれども、現状では工業団地はございません。 

 また、雇用拡大のための企業誘致への優遇措置、特に税金の免除関

係なんですけれども、神崎町ではそこに掲載いたしておりますよう

に、農村地域工業等の導入地区における固定資産税の課税減免に関す

る条例を整備をされて免除を行っておられます。 

 大河内町の方でも、大河内町企業誘致条例といったものを制定して

奨励金を交付しておりますけれども、両町における取り組みの差があ

るというところでございます。 

 これらにつきましては、１点目の企業誘致は有効な土地利用の推進

と地元雇用、就業の場の提供に効果的であり、現行のまま新町に引き

継ぎます。しかしながら、財政リスク、負担のないように推進をして

まいるというところでございます。 

 もう一点の企業立地への優遇措置につきましては、新町発足までに

神崎町の例により調整をするというところでございます。 

 ５点目の観光につきましては、両町とも観光協会がまず設置をなさ

れております。その中で、補助金の額に差がございますので、観光協

会の統合支援とあわせて調整する必要がございます。 

 ２点目に、これは大河内町の方になるんですけれども、大河内町の

長谷地区に平成９年に温泉掘削を行い、泉温２７．８度Ｃの低温泉を

掘り当て、今後の利用計画について長谷地区との協議の中で有効利用

に向け検討を重ねていますというところでございます。 

 なお、神崎町においては温泉源はございません。 

 それから、３点目の両町とも観光施設を先ほどの第三セクターにも

同じことが言えるんですけれども、たくさんの施設を有しておりま

す。これらは、両町ともＰＲにつきましては観光協会との調整が十分

にできていないということで、役割の分担を明確にする必要がござい

ます。また、各施設間の連携方策や類似競合施設の取り組み内容及び

特色化の再検討をする必要があるというところでございます。 

 施設の維持管理につきましては、三セク企業や地元管理組合に管理

委託している中で責任範囲を明確にする必要があると、課題がござい

ます。 

 これらの観光に係ります課題、問題点につきまして、まず１点目の

観光協会の統合につきましては、統合に向けた要請支援を行い、財政

支援につきましては新町発足までに調整をしてまいるところでござい

ます。 



 発 言 者         議 題・発言内容・決定事項 

- 50 - 

 ２点目の長谷地区の温泉につきましては、現行のまま新町に引き継

ぎ有効利用を目指すというところでございます。 

 ３点目の観光施設のＰＲ事業につきましては、現行のまま新町に引

き継ぎ、より効果的なＰＲ事業を推進するというところでございま

す。 

 また、その施設の維持管理につきましても現行のまま新町に引き継

ぎ、効率、効果的な運営を目指すというところでございます。 

 先ほど、ご説明申し上げました両町の比較、４ページが第三セクタ

ー、５ページが上段の方がまず地域振興ということで、それぞれ大き

なイベントということで掲載をさせていただいております。 

 中段から下は商工業の振興ということで、両町の商工会の比較とい

うところを掲載させていただいております。 

 ６ページには企業誘致という形のもので両町の比較、７ページには

観光協会の比較を掲載させていただいております。 

 そして、７ページの中段より下は、大河内町の温泉の掘削に係りま

す概要につきまして、掲載をさせていただいとるところでございま

す。 

 そして、最後８ページにつきましては、両町の観光施設ということ

で掲載をさせていただいております。 

 以上が提案第２８号でございます。 

 続きまして、第２９号の農林水産関係事業のその１ということで、

林道・治山事業の取扱いについてでございます。 

 こちらの方からは、３点の課題、問題点を上げさせていただいてお

ります。 

 まず１点目が、林道の維持・修繕でございます。３ページの方に両

町の林道比較ということで書かせていただいております。 

 林道の主要路線につきましては、両町とも地元負担はございませ

ん。しかしながら、主要路線以外については大河内町において地元負

担を取っておられ、両町に差異があるため調整の必要がございます。 

 また、作業道におきましても、両町とも地元管理としておりますけ

れども、大河内町では維持修繕費の５０％を補助しており、神崎町に

はそういった補助制度がございません。そういったところから調整す

る必要があるというところでございます。 

 これらに係ります調整方針といたしましては、林道及び作業道の維

持修繕に係る地元負担につきましては、新町の財政計画、財政状況等

を勘案して、新町発足までに調整をするというところでございます。 
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 ２点目に、林道事業の地元（受益者負担）ということでございま

す。 

 こちらの方も３ページの方に受益者負担率ということで、補助事業

に採択された場合、補助事業に採択されない場合、公共災害復旧工事

ということで、それぞれ負担の割合を書かせていただいとるところで

ございます。 

 こういった中での問題点、課題点ということで、補助事業に採択さ

れた場合の受益者負担につきましては、両町において用地、立木及び

工事に対する負担率がそれぞれ多少の違いがございますので、調整す

る必要があるという課題点でございます。 

 また、事業にされない場合の受益者負担についても両町において同

様の違いがございます。 

 神崎町では、これまで補助事業に採択されない町単独事業は実施を

された例がございません。大河内のみ単独でされておりますので、こ

ういった点調整する必要があるということでございます。 

 これらを受けまして、調整方針といたしましては、林道事業の地元

負担金につきましては財政状況等を十分に勘案しながら、新町発足ま

でに調整をいたしますというところでございます。 

 そして、３点目の治山事業の地元負担金というところでございま

す。 

 こちらの方も、３ページの方に両町の受益者負担についての比較を

掲載をさせていただいておりますけれども、治山事業に係ります地元

負担につきましては、両町において補助県単治山事業で林地崩壊防止

事業及び町単独事業の負担率が違います。したがいまして、それらを

調整する必要があるということでございます。 

 これらの調整方針といたしましては、林道、作業道と同様に、治山

事業に係る地元負担につきましては新町の財政計画といいますか、財

政状況等を勘案し、新町発足までに調整をするというところで、この

農林水産関係の林道治山事業につきましては、こういう形で課題、問

題点を協議し、調整方針を出させていただいたところでございます。 

 続きまして、最後の提案第３０号建設関係事務事業の関係でござい

ます。 

 こちらの方も少し表紙の方で取扱いについてというところで、前回

地籍というものをこの建設事業で行いましたので、本日はその２とい

うことで建設関係事務事業の後ろに括弧でその２と入れていただけれ

ばというふうに思います。 
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 こちらの方は、両町で調整をしていただく中で９項目大きな課題、

問題点が出てまいりました。 

 まず１点目が、公園等の維持管理というところでございます。 

 この公園等の関係につきましては、両町におきまして、それぞれ補

助要綱を定められておるところでございます。その補助要綱の概要に

つきましては、４ページの方に書かせていただいておりますけれど

も、若干名称が変わっております。神崎町では、体育施設整備費補助

金交付要綱、一方大河内町では農村公園等整備事業補助金交付要綱と

いった形でございます。 

 この中で、神崎町の場合は体育施設というものが中心になるんです

けれども、大河内はもう少し幅広い適用をしておりますので、このあ

たりにつきまして、補助該当項目並びに補助率に差がございますの

で、調整をする必要があるという課題点につきまして、３ページの方

で調整をさせていただいております。 

 公園等の補助制度及び補助率につきましては、これも先ほどの林

道、治山事業と同様に、財政的な計画を十分に勘案しながら新町発足

までに調整をするというところでございます。 

 ２点目の土地改良事業につきましてでございます。 

 土地改良事業の分担金につきましては、両町ともそれぞれ分担金の

徴収を行います条例を制定されておるところでございます。分担金の

徴収基準は、町が施行する土地改良事業に要する費用の額から国また

は県から交付を受ける補助金等を差し引いた金額以内とし、町長が定

めるという規定をしておりまして、分担金の実際の運用について両町

に差がございます。そういうことで、調整をする課題があるというと

ころでございます。 

 町単の土地改良事業への取り組み体制等は、両町においてほぼ同様

でございますけれども、補助率に差がございますので、調整をさせて

いただきますというところでございます。 

 この土地改良事業の分担金関係につきましては、お手元の先ほどの

資料の４ページ、５ページにそれぞれ分担金の規定、該当事業、徴収

基準、そして５ページの方で町単の土地改良事業といったものについ

ての比較をつけさせていただいております。 

 この土地改良事業の分担金につきましては、これまで分担金の徴収

条例というものを制定をいたしておりますけれども、事業費の何％と

いったものが明記をなされておりませんので、今回産業建設部会の方

では事業費の３０％以内とし、町単土地改良事業の補助率は大河内の
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例によるという調整をさせていただいたところでございます。 

 ３点目の農道整備事業につきましてでございます。 

 農道整備事業につきましては、現在両町において国等の支援を受け

ております中山間地域総合整備事業というものを実施をいたしており

ます。こちらの方は、お手元資料５ページの方をご確認いただきたい

と思います。 

 神崎町では農道野上線ということで、吉冨地区なんですけれども、

平成１６年度から実施をされております。 

 一方、大河内は農道西山下大道の上線ということで、寺前の役場の

少し北になるんですけれども、こちらの方は平成１３年度から１７年

度の実施期間で事業を進めております。 

 もう一点、農道前田下田線ということで、高朝田地区ということ

で、役場から約２キロほど西の方に行った地区なんですけれども、こ

ちらの方も１３年度から１７年度ということで、中山間事業に取り組

んでおるところでございます。 

 そういった中で、神崎町では町単の農道舗装の新設事業を町が実施

されております。大河内町では、町単の農業用施設の整備事業を補助

事業で実施しており、その中でも地元負担に差がございますので、調

整するという課題がございます。また、農道の修繕についても両町に

おきまして補助率に差がございますので、調整する必要がございま

す。 

 これらを受けまして、右側の調整方針ですけれども、中山間地域総

合整備事業で整備する農道につきましては、現在既に取り組みをなさ

れておりますので、継続事業につき現行のまま新町に引き継ぎをして

まいります。 

 町単の事業の地元負担率につきましては、財政状況等を勘案して新

町発足までに調整をさせていただきたいということでございます。 

 また、農道修繕に対する補助率は、大河内町の例によるというとこ

ろで、先ほどの５ページの方の農道整備事業のところに掲載させてい

ただいとるとおりでございます。 

 次、４点目にため池でございます。 

 ため池の維持工事費につきましては、大河内町におきましては補助

を行っておりますけれども、神崎町では補助制度がございませんの

で、調整する課題がございます。 

 また、老朽ため池の改修事業につきましては、両町とも県の指定を

受けた該当施設はございません。しかしながら、今後において発生す
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ることも予想されることから、その対応について検討する必要がある

という課題がございます。 

 これらを受けまして、先ほどのため池につきましても５ページに両

町の対比を掲載をさせていただいておりますけれども、ため池の維持

工事費の補助につきましては、大河内町の例によるというところでご

ざいます。 

 また、老朽ため池の改修事業につきましては、現在両町とも該当施

設はございません。したがいまして、新町発足後、適宜このあたりに

つきましては調整をするという方針を出させていただいております。 

 ５点目、道路・橋梁改良及び道路の認定事業でございます。 

 道路及び橋梁の改良事業といたしましては、両町において町道とし

ての認定基準及び地元負担率に差がございます。そういった調整をす

る必要がございます。こちらの方は、資料の６ページから７ページに

かけまして、その両町の道路橋梁改良及び道路認定事業につきまし

て、掲載をさせていただいておるところでございます。 

 こちらの方につきましては、道路及び橋梁改良に係る地元負担につ

きましては、町道の認定基準の調整とあわせながら、新町発足後、適

宜調整をしてまいります。 

 なお、新町発足後、速やかに町道の認定基準、等級等の基準を新た

に定めまして、再度新町の全町道及び農道等の公衆用道路を対象とし

て再認定を行うという調整方針を出させていただいております。 

 続きまして、６点目に道路占用ということで、道路占用につきまし

ては、両町におきまして道路占用料徴収条例といったものを定めてお

りまして、適切に処理をされておりますけれども、占用料等に若干の

差がございます。そういった部分を調整する必要がございます。 

 なお、両町とも町民個人からは徴収をいたしておりません。 

 これにつきましては、お手元の資料の８ページの方に道路占用料の

比較を上段に神崎町、下段に大河内町ということで掲げさせていただ

いております。 

 これは道路法の方で規定をされておりまして、その占用料につきま

しては政令で定める範囲を超えてはならないというところで、若干両

町において差があるというふうに思っております。そういった部分を

調整をしてまいるというところでございます。したがいまして、調整

方針の方も新町発足後におきまして、地価等を勘案しながら負担公平

の原則に立ちまして、行政格差が生じないように調整をしてまいりま

す。 
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 ７点目、道路・橋梁の維持事業につきましてでございます。 

 道路及び橋梁の維持に係る修繕等につきましては、神崎町は地元負

担を取っておられません。大河内町は、道路管理規則によりまして地

元負担を取っておられますので、差がございますので、調整をする必

要があるというところでございます。 

 こちらの方は、お手元資料９ページに両町の比較がございます。大

河内町の道路維持事業につきましては、１、２級はゼロでございます

けれども、３級、４級でそれぞれ１０％、２０％という形での地元負

担があるというところでございます。これらにつきましては、地元負

担につきましては町道の認定の基準等の見直しも勘案しながら、合併

後適宜調整をしてまいるというところでございます。 

 ８点目、道路管理の括弧で交通安全対策事業というところでござい

ます。 

 両町とも、道路工事において必要に応じ交通安全施設といいます

か、ガードレール、ガードパイプ、区画線等を設置し、緊急性を要す

る場合は道路修繕費により対応しております。この場合、神崎町は地

元負担を取っておりませんが、大河内町は地元負担を取っており、こ

の差につきまして、先ほどの道路維持事業と同様に調整をする必要が

ございます。こちらの方も９ページの中段ぐらいに掲げさせていただ

いております。先ほどの道路維持事業と同様の負担割合でございま

す。 

 こちらの方は、住民生活という観点から、特に交通安全施設でも両

町に交通安全対策特別交付金というものが交付をなされて、それを予

算措置された中でいろいろこういう事業をされておるところでござい

ます。 

 そして、調整方針といたしましては、道路工事におきまして必要な

安全施設、ガードレール、ガードパイプ、区画線等に対する地元負担

につきましては、負担公平の原則に立ち、行政格差が生じないよう新

町発足後、適宜調整をさせていただきます。 

 最後に、災害防止対策ということで、がけ地の近接危険性住宅移転

事業についてでございます。 

 両町とも、国及び県の補助制度により対応いたしておりますけれど

も、神崎町はその中でも町単の補助制度を設けられております。大河

内町には町単の補助制度はございませんので、調整する必要がござい

ます。ということで、こちらの方はこの補助制度は神崎町の例により

新町におきましても実施をするという調整方針を出させていただいて
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おります。こちらの方は、９ページの最後の方にその概要につきまし

て掲載をさせていただいております。 

 以上、大変早口で申しわけございませんが、次回の合併協議会で協

議していただきます５項目について、提案ということで説明を終わら

せていただきます。 

 以上です。 

小寺（議長）    どうもありがとうございました。 

 ただいま提案のありました提案第２６号から提案第３０号の件につ

きましては、次回の合併協議会で協議をしていただくことになりま

す。 

 ということで、次回の協議会までに是非ともよくご検討をしていた

だきたいと思います。 

 次に、その他に移りたいと思います。 

 次回の合併協議会の日程につきまして、事務局から説明をお願いい

たします。 

浅田（事務局）   それでは、次回の合併協議会、第１０回の協議会なんですけれど

も、お手元の会議次第の裏側に９月だけであと日にち、曜日を抜けさ

せていただいておりますけれども、ご存じのように９月は皆様方両町

におきまして町議会が開催をなされます。また、両町とも小・中学校

の運動会、また大河内町におきまして、神崎町の方も関連するんです

けれども、９月１２日には中播磨地区の身体障害者スポーツ大会、そ

して月末の２５か６の日曜日に大河内町の長谷ダムの方で高原ロード

レース大会といった大きな事業がございまして、９月じゅうの休みの

日にこの協議会、本来大河内町の番ですので、休日といったあたりを

調整しておったんですけれども、なかなか調整できません。そして、

平日もなかなか議会等の関係がございまして、日程調整がうまくいか

ない関係上、できましたら９月１４日火曜日なんですけれども、９月

１４日火曜日、大変恐縮なんですけれども、夜７時からということで

ご協力をお願いしたいというふうに思うんですけれども。 

 なかなか両町長の調整もつかないために、大変恐縮なんですけれど

も、９月１４日火曜日の午後７時から大河内町の保健福祉センターと

いうことで、また協議事項の関係につきまして、各委員様方に郵送さ

せていただきますけれども、当然ご案内の文書も送りますので、ひと

つ何とぞよろしくお願いしたいということで、議長終わらせていただ

きますけど。 

小寺（議長）    今、ただいま次回の合併協議会の日程につきまして、事務局から説
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明がありました。１６年９月１４日の火曜日、午後７時から大河内町

の保健福祉センターということで事務局の方から要請がありました。

何かこの件につきまして、ご質問ございませんか。 

 夜間の開会というのは次回が初めてだと思うんですけども、特に第

２小委員会の方では夜間何回も開催もされておるそうでございますの

で、何とか次回につきましては皆さんのひとつご協力をお願いをいた

したいと思います。 

 それでは、ほか何もないようでございますので、ここで第９回の協

議会を閉じさせていただきます。 

 特に、本日は１３時３０分に開催をいたしまして、ただいま１７時

１５分、非常に長い間終始熱心にご議論をいただきましてありがとう

ございました。冒頭にも正・副会長から発言がございましたように、

ようやく両町の足並みがそろったような気がいたしております。委員

の皆様方には、今後とも新町の誕生に、また新町のあるべき姿に向け

てご尽力をいただきますようお願いを申し上げます。 

 まだまだ暑い日が続くとは思いますけども、くれぐれもお体に気を

つけていただきまして、健康で過ごせますことをご祈念申し上げまし

て閉会といたします。 

 本日はどうもありがとうございました。 

 

 


